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(57)【要約】
【課題】  スズメバチ科昆虫の巣を防除するため、食餌場所でベイト組成物を食餌後、巣まで飛翔可能で 
、栄養交換により巣のコロニーを崩壊可能な、スズメバチ科昆虫のベイト組成物や該ベイト組成物を用い 
た防除方法を提供することを課題とする。
【解決手段】  スズメバチ科昆虫の殺虫成分を含む毒餌を配合した、ベイト組成物であって、前記殺虫成 
分は、ホウ酸系化合物、ジノテフラン、フィプロニルのいずれか１以上を含み、前記殺虫成分がホウ酸系 
化合物の場合、ベイト組成物全量に対しホウ酸系化合物は０．５質量％～１５質量％であり、前記殺虫成 
分がジノテフランの場合、ベイト組成物全量に対しジノテフランは０．３ｐｐｍ～１００ｐｐｍであり、 
前記殺虫成分がフィプロニルの場合、ベイト組成物全量に対しフィプロニルは０．１ｐｐｍ～１００ｐｐ 
ｍである、ベイト組成物を提供する。
【選択図】  なし

審査請求　未請求　請求項の数　5　　ＯＬ　（全27頁）
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 ス ズ メ バ チ 科 昆 虫 の 殺 虫 成 分 を 配 合 し た 、 ベ イ ト 組 成 物 で あ っ て 、
　 前 記 殺 虫 成 分 は 、 有 効 成 分 と し て ホ ウ 酸 系 化 合 物 、 ジ ノ テ フ ラ ン 、 フ ィ プ ロ ニ ル の い ず  
れ か を 含 み 、
　 前 記 殺 虫 成 分 が ホ ウ 酸 系 化 合 物 の 場 合 、 ベ イ ト 組 成 物 全 量 に 対 し ホ ウ 酸 系 化 合 物 は ０ ．  
５ 質 量 ％ ～ １ ５ 質 量 ％ で あ り 、
　 前 記 殺 虫 成 分 が ジ ノ テ フ ラ ン の 場 合 、 ベ イ ト 組 成 物 全 量 に 対 し ジ ノ テ フ ラ ン は ０ ． ３ ｐ  
ｐ ｍ ～ １ ０ ０ ｐ ｐ ｍ で あ り 、
　 前 記 殺 虫 成 分 が フ ィ プ ロ ニ ル の 場 合 、 ベ イ ト 組 成 物 全 量 に 対 し フ ィ プ ロ ニ ル は ０ ． １ ｐ  
ｐ ｍ ～ １ ０ ０ ｐ ｐ ｍ で あ る 、 ベ イ ト 組 成 物 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 ベ イ ト 組 成 物 は 、 ス ズ メ バ チ 科 昆 虫 の 誘 引 成 分 を さ ら に 含 む 、 請 求 項 １ に 記 載 の ベ  
イ ト 組 成 物 。
【 請 求 項 ３ 】
　 請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の ベ イ ト 組 成 物 を 備 え 、 ス ズ メ バ チ 科 昆 虫 が 前 記 ベ イ ト 組 成 物 を  
食 餌 可 能 で 、 か つ 、 食 餌 後 に 退 出 可 能 な 構 造 を 有 す る 、 ス ズ メ バ チ 科 昆 虫 の 防 除 容 器 。
【 請 求 項 ４ 】
　 殺 虫 成 分 を 配 合 し て ベ イ ト 組 成 物 を 調 製 し 、
　 ス ズ メ バ チ 科 昆 虫 が 食 餌 可 能 で 、 か つ 、 食 餌 後 に 退 出 可 能 な 構 造 を 有 す る 防 除 容 器 に 、  
前 記 ベ イ ト 組 成 物 を セ ッ ト し 、
　 前 記 防 除 容 器 を ス ズ メ バ チ 科 昆 虫 の 巣 か ら 所 定 距 離 離 れ た 場 所 に 設 置 す る 、 ス ズ メ バ チ  
科 昆 虫 の 防 除 方 法 で あ っ て 、
　 前 記 殺 虫 成 分 は 、 有 効 成 分 と し て ホ ウ 酸 系 化 合 物 、 ジ ノ テ フ ラ ン 、 フ ィ プ ロ ニ ル の い ず  
れ か を 含 み 、
　 前 記 殺 虫 成 分 が ホ ウ 酸 系 化 合 物 の 場 合 、 ベ イ ト 組 成 物 全 量 に 対 し ホ ウ 酸 系 化 合 物 は ０ ．  
５ 質 量 ％ ～ １ ５ 質 量 ％ で あ り 、
　 前 記 殺 虫 成 分 が ジ ノ テ フ ラ ン の 場 合 、 ベ イ ト 組 成 物 全 量 に 対 し ジ ノ テ フ ラ ン は ０ ． ３ ｐ  
ｐ ｍ ～ １ ０ ０ ｐ ｐ ｍ で あ り 、
　 前 記 殺 虫 成 分 が フ ィ プ ロ ニ ル の 場 合 、 ベ イ ト 組 成 物 全 量 に 対 し フ ィ プ ロ ニ ル は ０ ． １ ｐ  
ｐ ｍ ～ １ ０ ０ ｐ ｐ ｍ で あ る 、 防 除 方 法 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 ベ イ ト 組 成 物 は 、 ス ズ メ バ チ 科 昆 虫 の 誘 引 成 分 を さ ら に 含 む 、 請 求 項 ４ に 記 載 の 防  
除 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 ス ズ メ バ チ 科 昆 虫 の ベ イ ト 組 成 物 に 関 す る 。 特 に 、 ス ズ メ バ チ 科 昆 虫 の 巣 を  
防 除 す る た め の ベ イ ト 組 成 物 、 該 ベ イ ト 組 成 物 を 備 え た 防 除 容 器 、 及 び 、 防 除 方 法 に 関 す  
る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 ハ チ の 中 で も 比 較 的 大 き な ス ズ メ バ チ 科 （ 特 に ス ズ メ バ チ 亜 科 ） の 昆 虫 は 、 凶 暴 に 攻 撃  
し て く る 性 質 を 有 す る 。 刺 さ れ た 場 合 、 毒 物 質 が 全 身 を 巡 り 、 急 性 ア レ ル ギ ー 反 応 を 引 き  
起 こ す 場 合 が あ る こ と が 知 ら れ て い る 。
　 ス ズ メ バ チ 科 昆 虫 は 、 営 巣 し 、 そ の 中 に 卵 を 産 む 。 巣 は ス ズ メ バ チ 科 昆 虫 に と っ て 、 幼  
虫 が 孵 化 し 成 長 し て 蛹 と な り 羽 化 し て 成 虫 と な る 重 要 な 拠 点 で も あ る た め 、 巣 を 力 づ く で  
は た き 落 と さ れ そ う に な る 等 の 刺 激 を 与 え ら れ た り す る と 、 ス ズ メ バ チ 科 昆 虫 は 興 奮 し 、  
凶 暴 に 攻 撃 し て く る 。
　 そ の た め 、 ス ズ メ バ チ 科 昆 虫 の 防 除 は 、 従 前 よ り さ ま ざ ま な 工 夫 が な さ れ て き た 。 た と  
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え ば 、 エ ア ゾ ー ル で 殺 虫 す る 方 法 （ 特 許 文 献 １ ） や 捕 獲 器 （ 特 許 文 献 ２ 、 ３ ） 等 が 知 ら れ  
て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 し か し な が ら 、 エ ア ゾ ー ル で 殺 虫 す る 方 法 は 、 巣 に 対 し 刺 激 を 与 え る こ と に な り 、 ス ズ  
メ バ チ が 興 奮 し て 凶 暴 に 攻 撃 し て く る 危 険 が あ る た め 、 か か る 殺 虫 は 専 門 家 に よ り 確 実 に  
行 う こ と が 望 ま し く 、 手 間 が か か る と い う 課 題 が あ っ た 。 ま た 、 巣 の 外 を 飛 翔 す る ス ズ メ  
バ チ を 捕 獲 す る 方 法 で は 、 巣 の 中 で 生 長 中 の 卵 、 幼 虫 、 羽 化 直 後 の 成 虫 等 を 防 除 す る こ と  
が で き ず 根 本 的 な 駆 除 に は な ら な い と い う 問 題 が あ っ た 。 さ ら に は 、 １ つ の 巣 に ５ ０ ～ １  
０ ０ 頭 の ス ズ メ バ チ が コ ロ ニ ー を 形 成 し 群 れ を な し て お り 、 偶 然 に 捕 獲 器 に 飛 来 し た ス ズ  
メ バ チ を 駆 除 し て も 効 果 的 な 駆 除 に は な ら な い と い う 問 題 が あ っ た 。 さ ら に 巣 の 位 置 が わ  
か ら な い 場 合 は 、 駆 除 は さ ら に 困 難 で あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 一 方 で 、 ア リ や ゴ キ ブ リ 等 の 昆 虫 の 防 除 で は 毒 餌 を 用 い た 方 法 も 提 案 さ れ て い る 。 す な  
わ ち 、 餌 に 殺 虫 成 分 を 配 合 し 、 毒 餌 を 巣 ま で 運 ば せ 、 巣 を ま る ご と 駆 除 す る も の で あ る 。
　 し か し な が ら 、 ア リ や ゴ キ ブ リ の 駆 除 と は 異 な り 、 飛 翔 性 昆 虫 で あ る ス ズ メ バ チ 科 昆 虫  
の 防 除 に お い て は 、 殺 虫 成 分 を 配 合 し た ベ イ ト 組 成 物 を 備 え た 防 除 容 器 の 食 餌 場 所 （ 餌 場  
） ま で 飛 翔 さ せ て 食 餌 さ せ 、 さ ら に 食 餌 場 所 か ら 巣 ま で 飛 翔 さ せ 、 巣 内 で 栄 養 交 換 （ 餌 交  
換 ） を さ せ 、 か つ 、 そ の あ と に 巣 の コ ロ ニ ー を 崩 壊 さ せ る こ と が 可 能 な ベ イ ト 組 成 物 、 該  
ベ イ ト 組 成 物 を 用 い た 防 除 方 法 が 求 め ら れ る 。
【 先 行 技 術 文 献 】
【 特 許 文 献 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ８ － １ ５ ６ ２ ３ ５ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 登 録 実 用 新 案 第 ３ ２ ０ １ ０ ２ １ 号 公 報
【 特 許 文 献 ３ 】 特 開 ２ ０ １ ４ － １ ０ ３ ９ ３ ３ 号 公 報
【 発 明 の 概 要 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 は 、 ス ズ メ バ チ 科 昆 虫 の 巣 を 防 除 す る た め 、 食 餌 場 所 で ベ イ ト 組 成 物 を 食 餌 後 、  
巣 ま で 飛 翔 可 能 で 、 か つ 、 栄 養 交 換 に よ り 巣 の コ ロ ニ ー を 崩 壊 可 能 な 、 ス ズ メ バ チ 科 昆 虫  
の ベ イ ト 組 成 物 や 該 ベ イ ト 組 成 物 を 用 い た 防 除 方 法 を 提 供 す る こ と を 課 題 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 方 法 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 者 ら は 、 上 記 事 情 に 鑑 み て 鋭 意 検 討 し た 結 果 、 ス ズ メ バ チ 科 昆 虫 の 殺 虫 成 分 を 適  
切 に 配 合 す る こ と で 、 ス ズ メ バ チ 科 昆 虫 が 食 餌 場 所 で ベ イ ト 組 成 物 を 食 餌 後 、 巣 ま で 飛 翔  
可 能 で 、 か つ 、 帰 巣 し た ス ズ メ バ チ 科 昆 虫 に よ る 栄 養 交 換 に よ り 巣 の コ ロ ニ ー を 崩 壊 可 能  
な 、 ベ イ ト 組 成 物 を 見 出 し た 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 す な わ ち 、 本 発 明 の ベ イ ト 組 成 物 は 、 ス ズ メ バ チ 科 昆 虫 の 殺 虫 成 分 を 配 合 し た 、 ベ イ ト  
組 成 物 で あ っ て 、 前 記 殺 虫 成 分 は 、 有 効 成 分 と し て ホ ウ 酸 系 化 合 物 、 ジ ノ テ フ ラ ン 、 フ ィ  
プ ロ ニ ル の い ず れ か を 含 み 、 前 記 殺 虫 成 分 が ホ ウ 酸 系 化 合 物 の 場 合 、 ベ イ ト 組 成 物 全 量 に  
対 し ホ ウ 酸 系 化 合 物 は ０ ． ５ 質 量 ％ ～ １ ５ 質 量 ％ で あ り 、 前 記 殺 虫 成 分 が ジ ノ テ フ ラ ン の  
場 合 、 ベ イ ト 組 成 物 全 量 に 対 し ジ ノ テ フ ラ ン は ０ ． ３ ｐ ｐ ｍ ～ １ ０ ０ ｐ ｐ ｍ で あ り 、 前 記  
殺 虫 成 分 が フ ィ プ ロ ニ ル の 場 合 、 ベ イ ト 組 成 物 全 量 に 対 し フ ィ プ ロ ニ ル は ０ ． １ ｐ ｐ ｍ ～  
１ ０ ０ ｐ ｐ ｍ で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 上 記 ベ イ ト 組 成 物 は 、 ス ズ メ バ チ 科 昆 虫 の 誘 引 成 分 を さ ら に 含 ん で も よ い 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 の ス ズ メ バ チ 科 昆 虫 の 防 除 容 器 は 、 上 記 ベ イ ト 組 成 物 を 備 え 、 ス ズ メ バ チ 科 昆 虫  
が 前 記 ベ イ ト 組 成 物 を 食 餌 可 能 で 、 か つ 、 食 餌 後 に 退 出 可 能 な 構 造 を 有 す る 。
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【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 の ス ズ メ バ チ 科 昆 虫 の 防 除 方 法 は 、 殺 虫 成 分 を 配 合 し て ベ イ ト 組 成 物 を 調 製 し 、  
ス ズ メ バ チ 科 昆 虫 が 食 餌 可 能 で 、 か つ 、 食 餌 後 に 退 出 可 能 な 構 造 を 有 す る 防 除 容 器 に 、 前  
記 ベ イ ト 組 成 物 を セ ッ ト し 、 前 記 防 除 容 器 を ス ズ メ バ チ 科 昆 虫 の 巣 か ら 所 定 距 離 離 れ た 場  
所 に 設 置 す る 、 ス ズ メ バ チ 科 昆 虫 の 防 除 方 法 で あ っ て 、 前 記 殺 虫 成 分 は 、 有 効 成 分 と し て  
ホ ウ 酸 系 化 合 物 、 ジ ノ テ フ ラ ン 、 フ ィ プ ロ ニ ル の い ず れ か を 含 み 、 前 記 殺 虫 成 分 が ホ ウ 酸  
系 化 合 物 の 場 合 、 ベ イ ト 組 成 物 全 量 に 対 し ホ ウ 酸 系 化 合 物 は ０ ． ５ 質 量 ％ ～ １ ５ 質 量 ％ で  
あ り 、 前 記 殺 虫 成 分 が ジ ノ テ フ ラ ン の 場 合 、 ベ イ ト 組 成 物 全 量 に 対 し ジ ノ テ フ ラ ン は ０ ．  
３ ｐ ｐ ｍ ～ １ ０ ０ ｐ ｐ ｍ で あ り 、 前 記 殺 虫 成 分 が フ ィ プ ロ ニ ル の 場 合 、 ベ イ ト 組 成 物 全 量  
に 対 し フ ィ プ ロ ニ ル は ０ ． １ ｐ ｐ ｍ ～ １ ０ ０ ｐ ｐ ｍ で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 上 記 防 除 方 法 に お け る 前 記 ベ イ ト 組 成 物 は 、 ス ズ メ バ チ 科 昆 虫 の 誘 引 成 分 を さ ら に 含 ん  
で も よ い 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 発 明 の ベ イ ト 組 成 物 、 ベ イ ト 組 成 物 を 備 え た 防 除 容 器 、 及 び 、 ベ イ ト 組 成 物 を 用 い た  
防 除 方 法 に よ り 、 ス ズ メ バ チ 科 昆 虫 が 食 餌 場 所 で ベ イ ト 組 成 物 を 食 餌 後 、 巣 ま で 飛 翔 可 能  
で 、 か つ 、 帰 巣 し た ス ズ メ バ チ 科 昆 虫 に よ る 栄 養 交 換 に よ り 巣 の コ ロ ニ ー を 崩 壊 さ せ る こ  
と が で き る 。 す な わ ち 、 ベ イ ト 組 成 物 を 食 餌 場 所 に 設 置 す る だ け で 、 ス ズ メ バ チ 科 昆 虫 を  
直 接 的 に 刺 激 す る こ と な く 、 巣 の コ ロ ニ ー を 崩 壊 さ せ て 巣 を ま る ご と 防 除 す る こ と が で き  
る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ４ 】
【 図 １ 】 評 価 試 験 に 使 用 し た 、 防 除 容 器 を 示 し た も の で あ る 。
【 図 ２ 】 評 価 試 験 １ に お い て 、 各 巣 の 場 所 と ベ イ ト 組 成 物 を セ ッ ト し た 防 除 容 器 の 配 置 概  
要 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 評 価 試 験 １ に お い て 、 ジ ノ テ フ ラ ン ５ ． ０ ｐ ｐ ｍ の ベ イ ト 組 成 物 を セ ッ ト し た 場  
合 の 、 コ ガ タ ス ズ メ バ チ の 巣 の 写 真 で あ る 。
【 図 ４ 】 評 価 試 験 １ に お い て 、 ジ ノ テ フ ラ ン ５ ． ０ ｐ ｐ ｍ の ベ イ ト 組 成 物 を セ ッ ト し た 場  
合 の 、 コ ガ タ ス ズ メ バ チ の 巣 の 解 体 写 真 で あ る 。
【 図 ５ 】 評 価 試 験 ２ に お い て 、 各 巣 の 場 所 と ベ イ ト 組 成 物 を セ ッ ト し た 防 除 容 器 の 配 置 概  
要 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 評 価 試 験 ２ に お い て 、 ジ ノ テ フ ラ ン ５ ． ０ ｐ ｐ ｍ の ベ イ ト 組 成 物 を セ ッ ト し た 場  
合 の 、 コ ガ タ ス ズ メ バ チ の 巣 の 写 真 で あ る 。
【 図 ７ 】 評 価 試 験 ２ に お い て 、 ジ ノ テ フ ラ ン ５ ． ０ ｐ ｐ ｍ の ベ イ ト 組 成 物 を セ ッ ト し た 場  
合 の 、 コ ガ タ ス ズ メ バ チ の 巣 の 状 況 の 写 真 で あ る 。
【 図 ８ 】 評 価 試 験 ２ に お い て 、 ジ ノ テ フ ラ ン ５ ． ０ ｐ ｐ ｍ の ベ イ ト 組 成 物 を セ ッ ト し た 場  
合 の 、 コ ガ タ ス ズ メ バ チ の 巣 の 状 況 の 写 真 で あ る 。
【 図 ９ 】 評 価 試 験 ３ に お い て 、 フ ィ プ ロ ニ ル １ ０ ｐ ｐ ｍ の ベ イ ト 組 成 物 を セ ッ ト し た 場 合  
の 、 コ ガ タ ス ズ メ バ チ の 巣 の 解 体 写 真 で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ １ ５ 】
　 本 発 明 の 実 施 形 態 に つ い て 、 以 下 に 具 体 的 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
（ ベ イ ト 組 成 物 ）
　 本 発 明 の ベ イ ト 組 成 物 は 、 ス ズ メ バ チ 科 昆 虫 の 殺 虫 成 分 を 含 む 毒 餌 を 配 合 し た も の で あ  
り 、 少 な く と も 後 述 す る 殺 虫 成 分 を 含 む も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 ス ズ メ バ チ 科 昆 虫 に は 、 ハ ラ ボ ソ バ チ 類 、 ア シ ナ ガ バ チ 類 、 ス ズ メ バ チ 類 が 含 ま れ る 。  
ま た 、 ス ズ メ バ チ は 、 ス ズ メ バ チ 科 に 属 す る 昆 虫 の う ち ス ズ メ バ チ 亜 科 に 属 す る も の で あ  
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り 、 コ ガ タ ス ズ メ バ チ や キ イ ロ ス ズ メ バ チ が 例 示 さ れ る 。
　 ベ イ ト 組 成 物 を 食 べ た ス ズ メ バ チ 科 昆 虫 は 、 帰 巣 し て 巣 内 の 幼 虫 等 に 餌 を 運 び 、 ま た 、  
成 虫 同 士 で 栄 養 交 換 を 行 う 。 か か る 栄 養 交 換 に お い て 、 ベ イ ト 組 成 物 中 の 殺 虫 成 分 も 一 緒  
に 交 換 さ れ 、 同 じ 巣 に 生 息 し て い る 幼 虫 、 巣 を 拠 点 と し て い る 成 虫 が 死 亡 し 、 そ の 後 に 卵  
か ら 孵 化 し た 幼 虫 は 餌 を 与 え ら ず に 死 亡 す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
（ 殺 虫 成 分 ）
　 ベ イ ト 組 成 物 に 配 合 さ れ る 毒 餌 に 含 ま れ る 殺 虫 成 分 は 、 ス ズ メ バ チ 科 昆 虫 を 殺 虫 す る 成  
分 で あ り 、 特 に 巣 に お い て 栄 養 交 換 を 行 う こ と に よ り 、 巣 に 生 息 す る 幼 虫 、 羽 化 直 後 の 成  
虫 等 や 、 巣 に 出 入 り す る 成 虫 を 、 ま と め て コ ロ ニ ー ご と 崩 壊 さ せ る こ と が で き る も の で あ  
る 。
　 ス ズ メ バ チ 科 昆 虫 の 殺 虫 成 分 と し て は 、 ホ ウ 酸 （ オ ル ト ホ ウ 酸 、 メ タ ホ ウ 酸 、 ボ ロ ン 酸  
、 ボ リ ン 酸 、 過 ホ ウ 酸 、 次 ホ ウ 酸 ） 及 び そ の 塩 、 八 ホ ウ 酸 二 ナ ト リ ウ ム 四 水 和 物 （ テ ィ ン  
ボ ア ） 等 の ホ ウ 酸 系 化 合 物 、 ジ ノ テ フ ラ ン （ （ Ｒ Ｓ ） － １ － メ チ ル － ２ － ニ ト ロ － ３ － （  
テ ト ラ ヒ ド ロ － ３ － フ リ ル メ チ ル ） グ ア ニ ジ ン ） 、 フ ィ プ ロ ニ ル （ ５ － ア ミ ノ － １ － ［ ２  
、 ６ － ジ ク ロ ロ － ４ － （ ト リ フ ル オ ロ メ チ ル ） フ ェ ニ ル ］ － ４ － ト リ フ ル オ ロ メ チ ル ス ル  
フ ィ ニ ル ） ピ ラ ゾ ー ル － ３ － カ ル ボ ニ ト リ ル ） 、 シ ラ フ ル オ フ ェ ン （ ４ － エ ト キ シ フ ェ ニ  
ル [ ３ － （ ４ － フ ル オ ロ ー ３ － フ ェ ノ キ シ フ ェ ニ ル ） プ ロ ピ ル ] ジ メ チ ル シ ラ ン ） 、 ピ リ プ  
ロ ー ル （ １ － [ ２ ， ６ － ジ ク ロ ロ － ４ － （ ト リ フ ル オ ロ メ チ ル ） フ ェ ニ ル ] － ４ － [ （ ジ フ  
ル オ ロ メ チ ル ） チ オ ] － ５ － [ （ ２ － ピ リ ジ ニ ル メ チ ル ） ア ミ ノ ] － 1 Ｈ － ピ ラ ゾ ー ル － ３  
－ カ ル ボ ニ ト リ ル ） 、 ヒ ド ラ メ チ ル ノ ン （ Ｎ － [ １ ， ５ － ビ ス [ ４ － （ ト リ フ ル オ ロ メ チ ル  
） フ ェ ニ ル ] ペ ン タ － １ ， ４ － ジ エ ン － ３ － イ リ デ ン ア ミ ン ] － ５ ， ５ － ジ メ チ ル － ４ ， ６  
－ ジ ヒ ド ロ － １ Ｈ － ピ リ ミ ジ ン － ２ － ア ミ ン ） 、 ペ ル メ ト リ ン （ （ ３ － フ ェ ノ キ シ ベ ン ジ  
ル ＝ （ １ Ｒ Ｓ ， ３ Ｒ Ｓ ） － （ １ Ｒ Ｓ ， ３ Ｒ Ｓ ） － ３ － （ ２ ， ２ － ジ ク ロ ロ ビ ニ ル ） － ２ ，  
２ － ジ メ チ ル シ ク ロ プ ロ パ ン カ ル ボ キ シ ラ ー ト ） 、 シ ペ ル メ ト リ ン （ （ Ｒ Ｓ ） － α － シ ア  
ノ － ３ － フ ェ ノ キ シ ベ ン ジ ル ＝ （ １ Ｒ Ｓ ， ３ Ｒ Ｓ ） － （ １ Ｒ Ｓ ， ３ Ｒ Ｓ ） － ３ － （ ２ ， ２  
－ ジ ク ロ ロ ビ ニ ル ） － ２ ， ２ － ジ メ チ ル シ ク ロ プ ロ パ ン カ ル ボ キ シ ラ ー ト ） 、 フ ェ ン バ レ  
レ ー ト （ α － シ ア ノ － ３ － フ ェ ノ キ シ ベ ン ジ ル － ２ － （ ４ － ク ロ ロ フ ェ ニ ル ） － ３ － メ チ  
ル ブ タ ノ エ ー ト ） 、 ビ フ ェ ン ト リ ン （ ２ － メ チ ル ビ フ ェ ニ ル － ３ － イ ル メ チ ル （ Ｚ ） － （  
1 Ｒ Ｓ ， ３ Ｒ Ｓ ） － ３ － （ ２ － ク ロ ロ － ３ ， ３ ， ３ － ト リ フ ル オ ロ プ ロ パ － １ － エ ニ ル ）  
－ ２ ， ２ － ジ メ チ ル シ ク ロ プ ロ パ ン カ ル ボ キ シ ラ ー ト ） 、 エ ト フ ェ ン プ ロ ッ ク ス （ ２ － （  
４ － エ ト キ シ フ ェ ニ ル ） － ２ － メ チ ル プ ロ ピ ル ＝ ３ － フ ェ ノ キ シ ベ ン ジ ル エ ー テ ル ） 、 シ  
フ ル ト リ ン （ シ ア ノ （ ４ － フ ル オ ロ － ３ － フ ェ ノ キ シ フ ェ ニ ル メ チ ル － ３ － （ ２ ， ２ － ジ  
ク ロ ロ エ テ ニ ル ） － ２ ， ２ － ジ メ チ ル シ ク ロ プ ロ パ ン カ ル ボ キ シ レ ー ト ） 、 Ｃ Ｙ Ａ Ｐ （ Ｏ  
， Ｏ － ジ メ チ ル － Ｏ － ｐ － シ ア ノ フ ェ ニ ル ＝ チ オ ホ ス フ ェ ー ト ） 、 Ｄ Ｍ Ｔ Ｐ （ Ｏ ， Ｏ － ジ  
メ チ ル － Ｓ ［ ５ － メ ト キ シ － １ ， ３ ， ４ － チ ア ジ ア ゾ ル － ２ （ ３ Ｈ ） オ ニ ル － （ ３ ） － メ  
チ ル ］ ジ チ オ ホ ス フ ェ ー ト ） 、 Ｂ Ｒ Ｐ （ ジ メ チ ル － １ ， ２ － ジ ブ ロ ム － ２ ， ２ － ジ ク ロ ロ  
エ チ ル ホ ス フ ェ ー ト ） 、 サ リ チ オ ン （ ２ － メ ト キ シ － ４ Ｈ － １ ， ３ ， ２ － ベ ン ゾ ジ オ キ サ  
ホ ス ホ リ ン － ２ － ス ル フ ィ ド ） 、 Ｄ Ｄ Ｖ Ｐ （ ジ メ チ ル ２ ， ２ － ジ ク ロ ル ビ ニ ル ホ ス フ ェ ー  
ト ） 、 フ ェ ニ ト ロ チ オ ン （ Ｍ Ｅ Ｐ ） 、 （ Ｏ ， Ｏ － ジ メ チ ル － Ｏ － （ ３ － メ チ ル － ４ － ニ ト  
ロ フ ェ ニ ル )  チ オ ホ ス フ ェ ー ト )  、 ク ロ チ ア ニ ジ ン （ （ Ｅ ） － １ － （ ２ － ク ロ ロ － １ ， ３  
－ チ ア ゾ ー ル － ５ － イ ル メ チ ル ） － ３ － メ チ ル － ２ － ニ ト ロ グ ア ニ ジ ン ） 、 イ ミ ダ ク ロ プ  
リ ド （ １ － ６ － ク ロ ロ － ３ － ピ リ ジ ル メ チ ル ） － Ｎ － ニ ト ロ イ ミ ダ ゾ リ ジ ン － ２ － イ リ デ  
ン ア ミ ン ） 、 ア セ タ ミ プ リ ド （ （ Ｅ ） － Ｎ 1 － [ ( ６ － ク ロ ロ － ３ － ピ リ ジ ル ) メ チ ル ] － Ｎ 2

－ シ ア ノ － Ｎ 1 － メ チ ル ア セ ト ア ミ ジ ン ） 、 チ ア メ ト キ サ ム （ （ Ｅ Ｚ ） － ３ － （ ２ － ク ロ  
ロ － １ ， ３ － チ ア ゾ ル － １ － イ ル メ チ ル ） － ５ － メ チ ル － １ ， ３ ， ５ － オ キ サ ジ ア ジ ナ ン  
－ ４ － イ リ デ ン （ ニ ト ロ ） ア ミ ン ） 、 マ ラ ソ ン （ Ｓ － 〔 １ ， ２ ， － ビ ス （ エ ト キ シ カ ル ボ  
ニ ル ） エ チ ル 〕 ジ メ チ ル ホ ス ホ ロ チ オ ー ル チ オ ネ ー ト ） 、 ジ メ ト エ ー ト （ ジ メ チ ル Ｓ － （  
Ｎ － メ チ ル カ ル バ モ イ ル メ チ ル ） ジ チ オ ホ ス フ ェ ー ト ） 、 Ｐ Ａ Ｐ （ Ｓ － 〔 α － （ エ ト キ シ  
カ ル ボ ニ ル ） ベ ン ジ ル 〕 ジ メ チ ル ホ ス ホ ロ チ オ ー ル チ オ ネ ー ト )  、 フ ェ ン チ オ ン （ Ｏ ， Ｏ  
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－ ジ メ チ ル － Ｏ － （ ３ － メ チ ル － ４ － メ チ ル チ オ フ ェ ニ ル チ オ ホ ス フ ェ ー ト ） ） 、 Ｂ Ｐ Ｍ  
Ｃ （ Ｏ － ｓ ｅ ｃ － ブ チ ル フ ェ ニ ル メ チ ル カ ー バ メ ー ト ） 、 Ｍ Ｔ Ｍ Ｃ （ ｍ － ト リ ル メ チ ル カ  
ー バ メ ー ト ） 、 メ オ パ ー ル （ ３ ， ４ － ジ メ チ ル フ ェ ニ ル － Ｎ － メ チ ル カ ー バ メ ー ト ） 、 Ｎ  
Ａ Ｃ （ １ － ナ フ チ ル － Ｎ － メ チ ル カ ー バ メ ー ト ） 、 プ ロ ポ ク ス ル （ メ チ ル カ ル バ ミ ド 酸 ２  
－ イ ソ プ ロ ピ ル オ キ シ フ ェ ニ ル ） 、 メ ソ ミ ル （ Ｓ メ チ ル － Ｎ 〔 （ メ チ ル カ ル バ モ イ ル ） オ  
キ シ 〕 チ オ ア セ ト イ ミ ド ） 、 カ ル タ ッ プ （ １ ， ３ － ビ ス （ カ ル バ モ イ ル チ オ ） － ２ － （ Ｎ  
， Ｎ － ジ メ チ ル ア ミ ノ ） プ ロ パ ン ハ イ ド ロ ク ロ ラ イ ド ） 等 が 挙 げ ら れ る が こ れ に 限 定 さ れ  
な い 。 こ れ ら の 殺 虫 成 分 は 併 用 し て も よ い 。 な か で も ホ ウ 酸 系 化 合 物 、 ジ ノ テ フ ラ ン 、 フ  
ィ プ ロ ニ ル が 好 ま し く 、 ホ ウ 酸 系 化 合 物 が よ り 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 殺 虫 成 分 の 配 合 量 は 、 食 餌 後 、 巣 ま で 飛 翔 で き 、 栄 養 交 換 可 能 で あ り 、 か つ 、 栄 養 交 換  
後 は 巣 に 生 息 す る 卵 、 幼 虫 、 羽 化 直 後 の 成 虫 等 が 死 亡 し て 巣 の コ ロ ニ ー が 崩 壊 す る 程 度 に  
調 製 さ れ る 。 適 切 な 濃 度 は 、 殺 虫 成 分 の 種 類 に よ り 異 な る 。
　 殺 虫 成 分 が ホ ウ 酸 系 化 合 物 の 場 合 、 ベ イ ト 組 成 物 全 量 に 対 し ホ ウ 酸 系 化 合 物 は ０ ． ５ 質  
量 ％ ～ １ ５ 質 量 ％ で あ り 、 ０ ． ５ 質 量 ％ ～ １ ０ 質 量 ％ が 好 ま し く 、 ０ ． ５ 質 量 ％ ～ ８ 質 量  
％ 、 ０ ． ５ 質 量 ％ ～ ６ 質 量 ％ が よ り 好 ま し い 。
　 殺 虫 成 分 が ジ ノ テ フ ラ ン の 場 合 、 ベ イ ト 組 成 物 全 量 に 対 し ジ ノ テ フ ラ ン は ０ ． ３ ｐ ｐ ｍ  
～ １ ０ ０ ｐ ｐ ｍ で あ り 、 ０ ． ３ ｐ ｐ ｍ ～ １ ０ ｐ ｐ ｍ が 好 ま し く 、 ０ ． ３ ｐ ｐ ｍ ～ ５ ｐ ｐ ｍ  
、 ０ ． ５ ｐ ｐ ｍ ～ ５ ｐ ｐ ｍ が よ り 好 ま し い 。
　 殺 虫 成 分 が フ ィ プ ロ ニ ル の 場 合 、 ベ イ ト 組 成 物 に 対 し フ ィ プ ロ ニ ル は ０ ． １ ｐ ｐ ｍ ～ １  
０ ０ ｐ ｐ ｍ で あ り 、 ０ ． １ ｐ ｐ ｍ ～ ２ ０ ｐ ｐ ｍ が 好 ま し く 、 ０ ． １ ｐ ｐ ｍ ～ １ ５ ｐ ｐ ｍ 、  
０ ． １ ｐ ｐ ｍ ～ １ ０ ｐ ｐ ｍ が よ り 好 ま し い 。
　 配 合 量 の 詳 細 に つ い て は 、 後 述 す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
（ ベ イ ト 組 成 物 の 配 合 ）
　 ベ イ ト 組 成 物 と は 、 ス ズ メ バ チ 科 昆 虫 の 餌 で あ る 。 す な わ ち 、 殺 虫 成 分 の 他 、 樹 液 、 花  
蜜 、 果 樹 等 に 含 ま れ る 成 分 を 配 合 す る こ と が 一 般 的 で あ り 、 ま た 、 幼 虫 の 餌 と な る 成 分 の  
固 形 物 、 た と え ば 生 体 （ 昆 虫 、 ク モ 、 バ ッ タ 、 コ オ ロ ギ 等 ） 、 肉 、 魚 、 キ ャ ッ ト フ ー ド 、  
ド ッ グ フ ー ド 、 昆 虫 ゼ リ ー を 配 合 し て も よ い 。
【 ０ ０ ２ １ 】
（ 誘 引 成 分 ）
　 ベ イ ト 組 成 物 は ス ズ メ バ チ 科 昆 虫 の 餌 場 付 近 に 設 置 す る こ と が 好 ま し い が 、 さ ら に 、 ス  
ズ メ バ チ 科 昆 虫 を ベ イ ト 組 成 物 の 設 置 場 所 ま で 誘 引 す る た め に 、 ベ イ ト 組 成 物 に 誘 引 成 分  
を 含 ん で も よ い 。
　 誘 引 成 分 は 、 発 酵 乳 等 の 乳 製 品 、 食 酢 等 を 含 む 液 体 、 糖 類 、 香 料 、 精 油 、 ア ル コ ー ル 類  
、 果 汁 等 が 例 示 さ れ る 。 こ れ ら を １ 種 、 又 は 、 ２ 種 以 上 併 用 し て も よ い 。 さ ら に は 、 樹 液  
、 花 蜜 、 果 樹 等 に 含 ま れ る 成 分 を 配 合 し て も よ く 、 ま た 、 幼 虫 の 餌 と な る 成 分 の 固 形 物 、  
た と え ば 生 体 （ 昆 虫 、 ク モ 、 バ ッ タ 、 コ オ ロ ギ 等 ） 、 肉 、 魚 、 キ ャ ッ ト フ ー ド 、 ド ッ グ フ  
ー ド 、 昆 虫 ゼ リ ー を 配 合 し て 誘 引 成 分 と し て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
（ そ の 他 成 分 ）
　 ベ イ ト 組 成 物 に は 、 殺 虫 成 分 、 誘 引 成 分 の 他 、 殺 虫 剤 の 分 野 で 使 用 さ れ る 、 防 腐 剤 、 酸  
化 防 止 剤 、 溶 剤 、 凍 結 防 止 剤 、 消 泡 剤 等 を 配 合 し て も よ い 。 防 腐 剤 と し て は ベ ス ト サ イ ド  
７ ５ ０ （ 日 本 曹 達 株 式 会 社 製 ） 等 が 例 示 さ れ る 。 ま た 、 ベ イ ト 組 成 物 の 全 部 又 は 成 分 の 一  
部 を ゲ ル 状 又 は 固 体 に す る た め 、 寒 天 、 グ ァ ー ガ ム 、 ポ リ ア ク リ ル 酸 ナ ト リ ウ ム 等 の ゲ ル  
化 剤 、 増 粘 剤 等 を 混 合 し て も よ い 。 さ ら に は 、 ヒ ト に よ る 誤 飲 防 止 の た め 苦 味 剤 等 を 配 合  
し て も よ い 。 苦 味 剤 と し て は ビ ト レ ッ ク ス 等 が 例 示 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
（ 防 除 容 器 ）
　 本 発 明 の ス ズ メ バ チ 科 昆 虫 の 防 除 容 器 は 、 上 記 ベ イ ト 組 成 物 を 備 え た も の で あ る 。
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　 防 除 容 器 の 形 状 は 、 ス ズ メ バ チ 科 昆 虫 が ベ イ ト 組 成 物 を 食 餌 す る こ と が で き 、 か つ 、 ベ  
イ ト 組 成 物 に よ っ て 溺 死 せ ず 、 食 餌 後 退 出 可 能 、 飛 翔 可 能 な 構 造 を 有 す る も の で あ れ ば 、  
特 に 限 定 さ れ な い 。
　 ベ イ ト 組 成 物 が 液 体 又 は 流 動 性 の 高 い ゲ ル 状 の 場 合 、 嘴 で ベ イ ト 組 成 物 を つ い ば む こ と  
が 可 能 な 位 置 に 足 場 が あ る こ と が 望 ま し い 。 た と え ば 、 ベ イ ト 組 成 物 は カ ッ プ 等 の 防 除 容  
器 に セ ッ ト さ れ 得 る 。
　 な お 、 風 雨 の 影 響 を 受 け に く く 、 乾 燥 し に く く す る た め に 、 ベ イ ト 組 成 物 を あ る 程 度 深  
さ の あ る カ ッ プ で あ る 防 除 容 器 に セ ッ ト す る 場 合 、 ス ズ メ バ チ 科 昆 虫 が カ ッ プ の 中 の 液 面  
近 傍 に 降 り ら れ 、 食 餌 後 に 退 出 で き る よ う 、 適 宜 足 場 を 設 け る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 ま た 、 ベ イ ト 組 成 物 が 固 体 や 流 動 性 の 低 い ゲ ル 状 の 場 合 、 ス ズ メ バ チ 科 昆 虫 が 通 過 す る  
よ う な 平 面 上 に ベ イ ト 組 成 物 の 小 片 が セ ッ ト さ れ 、 か つ 、 ス ズ メ バ チ 科 昆 虫 が 自 由 に 出 入  
り 可 能 な 防 除 容 器 で あ っ て も よ い 。
　 さ ら に は 、 ベ イ ト 組 成 物 が 液 体 や 流 動 性 の 高 い ゲ ル 状 の 場 合 、 紙 や 脱 脂 綿 の よ う な ベ イ  
ト 組 成 物 保 持 体 に ベ イ ト 組 成 物 を 含 浸 さ せ る こ と に よ り 、 同 様 に ス ズ メ バ チ 科 昆 虫 が 通 過  
す る よ う な 平 面 上 に ベ イ ト 組 成 物 を 含 浸 さ せ た ベ イ ト 組 成 物 保 持 体 が セ ッ ト さ れ 、 か つ 、  
ス ズ メ バ チ 科 昆 虫 が 自 由 に 出 入 り 可 能 な 防 除 容 器 で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
（ 防 除 方 法 ）
　 本 発 明 の ス ズ メ バ チ 科 昆 虫 の 防 除 方 法 は 、 少 な く と も 殺 虫 成 分 を 配 合 し て ベ イ ト 組 成 物  
を 調 製 し 、 ス ズ メ バ チ 科 昆 虫 が 食 餌 可 能 、 か つ 、 食 餌 後 に 退 出 可 能 な 構 造 を 有 す る 防 除 容  
器 に 、 前 記 ベ イ ト 組 成 物 を セ ッ ト し 、 前 記 防 除 容 器 を ス ズ メ バ チ 科 昆 虫 の 巣 か ら 所 定 距 離  
離 れ た 場 所 に 設 置 す る も の で あ る 。
　 す な わ ち 、 ベ イ ト 組 成 物 が 設 置 さ れ た 場 所 に ス ズ メ バ チ 科 昆 虫 が 飛 翔 し 、 殺 虫 成 分 を 配  
合 し て な る ベ イ ト 組 成 物 を 食 餌 し 、 そ の 後 に 退 出 し て 飛 翔 し て 巣 ま で 戻 り 、 巣 内 の 成 虫 と  
栄 養 交 換 し 、 死 亡 し 、 巣 の コ ロ ニ ー を 崩 壊 さ せ る よ う に 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 防 除 方 法 に お け る 殺 虫 成 分 及 び そ の 配 合 量 は 、 ベ イ ト 組 成 物 に お い て 上 述 し た 内 容 と 同  
様 で あ る 。 な お 、 殺 虫 成 分 に よ り 溶 解 性 が 異 な る た め 、 濃 度 に よ り 溶 媒 を 変 更 す る こ と が  
好 ま し い 場 合 が あ る 。
　 ま た 、 ベ イ ト 組 成 物 に は 誘 引 成 分 を 含 ん で も よ い 。 誘 引 成 分 は 、 ベ イ ト 組 成 物 に つ い て  
上 述 し た 内 容 と 同 様 で あ る 。
　 さ ら に 、 ベ イ ト 組 成 物 に は そ の 他 成 分 を 含 ん で も よ い 。 そ の 他 成 分 は 、 ベ イ ト 組 成 物 に  
つ い て 上 述 し た 内 容 と 同 様 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 上 記 ベ イ ト 組 成 物 を 、 ス ズ メ バ チ 科 昆 虫 が 食 餌 可 能 、 か つ 、 食 餌 後 に 退 出 可 能 、 飛 翔 可  
能 な 構 造 を 有 す る 防 除 容 器 に セ ッ ト す る 。
　 防 除 方 法 に お け る 防 除 容 器 は 、 防 除 容 器 に つ い て 上 述 し た 内 容 と 同 様 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 上 記 防 除 容 器 は 、 ス ズ メ バ チ 科 昆 虫 の 巣 か ら 所 定 距 離 離 れ た 場 所 に 設 置 す る 。 該 設 置 場  
所 は 、 地 形 や 樹 木 の 状 況 、 ス ズ メ バ チ 科 昆 虫 の 飛 翔 状 況 、 風 雨 の 影 響 、 他 の 天 敵 の 影 響 、  
さ ら に は 餌 場 の 近 辺 で あ る こ と 等 を 考 慮 し て 適 宜 設 定 さ れ る 。 そ の 結 果 、 巣 か ら 防 除 容 器  
ま で の 所 定 距 離 は お お よ そ ０ ． ５ ｍ ～ ２ ０ ｍ 、 あ る い は １ ｍ ～ １ ０ ｍ 、 も し く は １ ｍ ～ ５  
ｍ 程 度 と な る こ と が 多 い 。 ま た 、 ス ズ メ バ チ 科 昆 虫 が 飛 翔 し や す く 食 餌 し や す い よ う に 、  
地 上 高 さ は ０ ． ５ ｍ ～ ４ ． ０ ｍ の 範 囲 に 設 置 す る こ と が 好 ま し く 、 ０ ． ５ ｍ ～ ３ ． ０ ｍ の  
範 囲 に 設 定 す る こ と が よ り 好 ま し い 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
－ 殺 虫 成 分 の 濃 度 検 討 試 験 １ －
　 殺 虫 成 分 と し て ホ ウ 酸 系 化 合 物 の う ち の 八 ホ ウ 酸 二 ナ ト リ ウ ム 四 水 和 物 （ テ ィ ン ボ ア ／  
Ｕ Ｓ ボ ラ ッ ク ス 社 製 ／ 以 下 、 テ ィ ン ボ ア と す る ） を 選 択 し た 場 合 、 ス ズ メ バ チ 科 昆 虫 の 防  
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除 に 適 し た 濃 度 を 検 討 す る た め 、 以 下 の 試 験 を 行 っ た 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 表 １ に 示 す よ う に 、 テ ィ ン ボ ア の 濃 度 を 変 え た ベ イ ト 組 成 物 を 用 意 し た 。
【 ０ ０ ３ １ 】
【 表 １ 】

【 ０ ０ ３ ２ 】
　 ガ ラ ス シ ャ ー レ （ 直 径 ３ ｃ ｍ 、 蓋 な し ） に 脱 脂 綿 を 入 れ 、 各 試 料 を ８ ｍ ｌ 浸 み 込 ま せ た  
。 こ れ を 試 験 容 器 （ プ ラ ス チ ッ ク ケ ー ジ 、 １ ８ ｘ ９ ｘ １ ０ ｃ ｍ ） の 隅 に 置 い た 。 絶 食 さ せ  
た コ ガ タ ス ズ メ バ チ 成 虫 １ 頭 を 低 温 麻 酔 し 、 試 験 容 器 に 入 れ 、 経 時 的 に 死 亡 の 有 無 を 確 認  
し 、 累 積 死 亡 率 を 調 査 し た 。 累 積 死 亡 率 と は 、 行 動 停 止 を 示 し た 個 体 の 割 合 で あ る 。 な お  
、 試 験 開 始 時 は 、 コ ガ タ ス ズ メ バ チ 成 虫 が 試 料 を 摂 取 し た 直 後 と し た 。
　 濃 度 検 討 試 験 １ は 、 試 料 １ ～ ８ に つ い て 、 そ れ ぞ れ ３ 回 行 っ た 。
　 表 ２ に 各 試 料 に お け る 累 積 死 亡 率 の 推 移 を 示 す 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
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【 表 ２ 】

【 ０ ０ ３ ４ 】
　 表 ２ に 示 す よ う に 、 試 料 １ ～ ８ い ず れ も 摂 食 後 ５ 時 間 ま で は 死 亡 が 確 認 さ れ な か っ た 。  
ま た 、 試 料 １ （ テ ィ ン ボ ア ６ ． ０ 質 量 ％ ） は 摂 食 後 １ ０ 時 間 、 試 料 ２ （ テ ィ ン ボ ア ４ ． ０  
質 量 ％ ） は 摂 食 後 ２ ４ 時 間 、 試 料 ３ （ テ ィ ン ボ ア ２ ． ０ 質 量 ％ ） は 摂 食 後 １ ５ 時 間 で 累 積  
死 亡 率 が １ ０ ０ ％ と な っ た 。 試 料 ４ （ テ ィ ン ボ ア １ ． ０ 質 量 ％ ） 及 び 試 料 ５ （ テ ィ ン ボ ア  
０ ． ５ 質 量 ％ ） は 試 験 を 行 っ た 摂 食 後 ４ ６ 時 間 で 累 積 死 亡 率 は １ ０ ０ ％ と な ら な か っ た が  
、 試 料 ４ は 摂 食 後 ２ １ 時 間 で 一 部 の コ ガ タ ス ズ メ バ チ 成 虫 の 死 亡 が 確 認 さ れ 、 試 料 ５ は 摂  
食 後 ４ ６ 時 間 で 一 部 の コ ガ タ ス ズ メ バ チ 成 虫 の 死 亡 が 確 認 さ れ た 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
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　 本 発 明 の ス ズ メ バ チ 科 昆 虫 の ベ イ ト 組 成 物 は 、 ス ズ メ バ チ 科 昆 虫 が ベ イ ト 組 成 物 を 摂 食  
し た 後 、 巣 に 戻 る こ と が で き 、 巣 内 及 び 巣 付 近 の 幼 虫 や 成 虫 と 栄 養 交 換 を 行 い 、 殺 虫 成 分  
が 含 ま れ る い わ ゆ る 毒 餌 を 摂 取 し た 個 体 、 幼 虫 、 成 虫 が 死 亡 す る よ う な 組 成 で あ る こ と が  
求 め ら れ る 。 こ こ で 、 ス ズ メ バ チ 科 昆 虫 の 餌 の 採 取 時 間 は 、 ５ 分 ～ ２ ０ 分 程 度 と さ れ て い  
る こ と か ら 、 ベ イ ト 組 成 物 の 摂 取 後 、 ３ ０ 分 程 度 行 動 （ あ る い は 飛 翔 ） 可 能 な 個 体 で あ れ  
ば よ い と 考 え ら れ る 。 よ っ て 、 ベ イ ト 組 成 物 の 濃 度 の 上 限 は 、 摂 食 （ 食 餌 ） 後 ３ ０ 分 間 は  
死 亡 し な い 範 囲 に 設 定 さ れ れ ば よ い 。
　 一 方 、 ベ イ ト 組 成 物 の 濃 度 の 下 限 は 、 最 終 的 に 毒 餌 を 摂 取 し た 個 体 、 栄 養 交 換 を し た 幼  
虫 、 成 虫 、 卵 か ら 孵 化 後 餌 を 与 え ら れ な い 幼 虫 が 死 亡 し 、 巣 の コ ロ ニ ー が 崩 壊 す る 可 能 性  
が あ る 濃 度 に 設 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 濃 度 検 討 試 験 １ の 結 果 か ら 、 殺 虫 成 分 が ホ ウ 酸 系 化 合 物 の テ ィ ン ボ ア の 場 合 の 濃 度 の 上  
限 は 、 ベ イ ト 組 成 物 全 量 に 対 し 、 １ ５ 質 量 ％ 、 好 ま し く は １ ０ 質 量 ％ 、 ８ 質 量 ％ 、 よ り 好  
ま し く は ６ 質 量 ％ に 設 定 す れ ば よ く 、 摂 取 後 ３ ０ 分 程 度 行 動 可 能 と な る こ と が 分 か っ た 。  
一 方 、 濃 度 の 下 限 は 、 ベ イ ト 組 成 物 全 量 に 対 し 、 ０ ． ５ 質 量 ％ 、 好 ま し く は １ ． ０ 質 量 ％  
に 設 定 す れ ば よ い こ と が 分 か っ た 。
　 よ っ て 、 殺 虫 成 分 が ホ ウ 酸 系 化 合 物 の 場 合 、 ベ イ ト 組 成 物 全 量 に 対 し テ ィ ン ボ ア は ０ ．  
５ 質 量 ％ ～ １ ５ 質 量 ％ で あ り 、 ０ ． ５ 質 量 ％ ～ １ ０ 質 量 ％ が 好 ま し く 、 ０ ． ５ 質 量 ％ ～ ８  
質 量 ％ 、 ０ ． ５ 質 量 ％ ～ ６ 質 量 ％ が よ り 好 ま し い 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
－ 殺 虫 成 分 の 濃 度 検 討 試 験 ２ －
　 殺 虫 成 分 と し て ジ ノ テ フ ラ ン （ （ Ｒ Ｓ ） － １ － メ チ ル － ２ － ニ ト ロ － ３ － （ テ ト ラ ヒ ド  
ロ － ３ － フ リ ル メ チ ル ） グ ア ニ ジ ン ） を 選 択 し た 場 合 、 ス ズ メ バ チ 科 昆 虫 の 防 除 に 適 し た  
濃 度 を 検 討 す る た め 、 以 下 の 試 験 を 行 っ た 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 表 ３ に 示 す よ う に 、 ジ ノ テ フ ラ ン の 濃 度 を 変 え た ベ イ ト 組 成 物 を 用 意 し た 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
【 表 ３ 】

【 ０ ０ ４ ０ 】
　 ガ ラ ス シ ャ ー レ （ 直 径 ３ ｃ ｍ 、 蓋 な し ） に 脱 脂 綿 を 入 れ 、 各 試 料 を ８ ｍ ｌ 浸 み 込 ま せ た  
。 こ れ を 試 験 容 器 （ プ ラ ス チ ッ ク ケ ー ジ 、 １ ８ ｘ ９ ｘ １ ０ ｃ ｍ ） の 隅 に 置 い た 。 絶 食 さ せ  
た コ ガ タ ス ズ メ バ チ 成 虫 ３ 頭 を 低 温 麻 酔 し 、 試 験 容 器 に 入 れ 、 経 時 的 に 死 亡 の 有 無 を 確 認  
し 、 累 積 死 亡 率 を 調 査 し た 。 累 積 死 亡 率 と は 、 行 動 停 止 を 示 し た 個 体 の 割 合 で あ る 。 な お  
、 試 験 開 始 時 は 、 コ ガ タ ス ズ メ バ チ 成 虫 が 試 料 を 摂 取 し た 直 後 と し た 。
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　 濃 度 検 討 試 験 ２ は 、 試 料 ９ ～ １ ８ に つ い て 、 そ れ ぞ れ ３ 回 行 っ た 。
　 表 ４ に 各 試 料 に お け る 累 積 死 亡 率 の 推 移 を 示 す 。
【 ０ ０ ４ １ 】
【 表 ４ 】

【 ０ ０ ４ ２ 】
　 表 ４ に 示 す よ う に 、 試 料 １ ２ ～ １ ８ い ず れ も 摂 食 後 ３ ０ 分 ま で は 死 亡 が 確 認 さ れ な か っ  
た 。 ま た 、 試 料 １ １ （ ジ ノ テ フ ラ ン １ ０ ． ０ ｐ ｐ ｍ ） は 摂 食 後 ３ ０ 分 で ２ ２ ． ２ ％ の 累 積  
死 亡 率 が 確 認 さ れ 、 一 部 の コ ガ タ ス ズ メ バ チ が 死 亡 し た が 、 半 数 以 上 の コ ガ タ ス ズ メ バ チ  
は 行 動 停 止 す る こ と は な か っ た 。 試 料 １ ０ （ ジ ノ テ フ ラ ン ５ ０ ． ０ ｐ ｐ ｍ ） 及 び 試 料 ９ （  
ジ ノ テ フ ラ ン １ ０ ０ ． ０ ｐ ｐ ｍ ） は 摂 食 後 ３ ０ 分 で ６ ６ ． ７ ％ の 累 積 死 亡 率 が 確 認 さ れ た  
一 方 、 ３ ３ ． ３ ％ は 行 動 停 止 し な い こ と が 確 認 さ れ た 。
　 試 料 １ ２ ～ １ ４ （ ジ ノ テ フ ラ ン ０ ． ５ ｐ ｐ ｍ ～ ５ ． ０ ｐ ｐ ｍ ） は 摂 食 後 ２ ０ 時 間 ま で に  
累 積 死 亡 率 が １ ０ ０ ％ と な っ た 。 試 料 １ ５ （ ジ ノ テ フ ラ ン ０ ． ３ ｐ ｐ ｍ ） は 試 験 を 行 っ た  
摂 食 後 ３ ０ 時 間 ま で に 累 積 死 亡 率 は １ ０ ０ ％ と な ら な か っ た が 、 摂 食 後 ２ ４ 時 間 で 半 数 以  
上 の コ ガ タ ス ズ メ バ チ 成 虫 の 死 亡 が 確 認 さ れ 、 殺 虫 活 性 を 有 す る こ と が 分 か っ た 。 試 料 １  
６ ～ １ ８ （ ジ ノ テ フ ラ ン ０ ｐ ｐ ｍ ～ ０ ． ２ ｐ ｐ ｍ ） で は 、 試 験 を 行 っ た 摂 食 後 ３ ０ 時 間 に  
死 亡 は 確 認 さ れ な か っ た 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 濃 度 検 討 試 験 ２ の 結 果 か ら 、 殺 虫 成 分 が ジ ノ テ フ ラ ン の 場 合 の 濃 度 の 上 限 は 、 ベ イ ト 組  
成 物 全 量 に 対 し 、 １ ０ ０ ｐ ｐ ｍ 、 好 ま し く は １ ０ ｐ ｐ ｍ 、 ５ ｐ ｐ ｍ に 設 定 す れ ば よ い こ と  
が 分 か っ た 。 一 方 、 濃 度 の 下 限 は 、 ベ イ ト 組 成 物 全 量 に 対 し 、 ０ ． ３ ｐ ｐ ｍ 、 好 ま し く は  
０ ． ５ ｐ ｐ ｍ に 設 定 す れ ば よ い こ と が 分 か っ た 。
　 よ っ て 、 殺 虫 成 分 が ジ ノ テ フ ラ ン の 場 合 、 ベ イ ト 組 成 物 全 量 に 対 し ジ ノ テ フ ラ ン は ０ ．  
３ ｐ ｐ ｍ ～ １ ０ ０ ｐ ｐ ｍ で あ り 、 ０ ． ３ ｐ ｐ ｍ ～ １ ０ ｐ ｐ ｍ が 好 ま し く 、 ０ ． ３ ｐ ｐ ｍ ～  
５ ｐ ｐ ｍ 、 ０ ． ５ ｐ ｐ ｍ ～ ５ ｐ ｐ ｍ が よ り 好 ま し い 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
－ 殺 虫 成 分 の 濃 度 検 討 試 験 ３ －
　 殺 虫 成 分 と し て フ ィ プ ロ ニ ル （ ５ － ア ミ ノ － １ － ［ ２ 、 ６ － ジ ク ロ ロ － ４ － （ ト リ フ ル  
オ ロ メ チ ル ） フ ェ ニ ル ］ － ４ － ト リ フ ル オ ロ メ チ ル ス ル フ ィ ニ ル ） ピ ラ ゾ ー ル － ３ － カ ル  
ボ ニ ト リ ル ） を 選 択 し た 場 合 、 ス ズ メ バ チ 科 昆 虫 の 防 除 に 適 し た 濃 度 を 検 討 す る た め 、 以  
下 の 試 験 を 行 っ た 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 表 ５ に 示 す よ う に 、 フ ィ プ ロ ニ ル の 濃 度 を 変 え た ベ イ ト 組 成 物 を 用 意 し た 。 な お 、 フ ィ  
プ ロ ニ ル は 水 へ の 溶 解 性 が 低 い た め 、 溶 解 補 助 剤 を 配 合 し た 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
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【 表 ５ 】

【 ０ ０ ４ ７ 】
　 ガ ラ ス シ ャ ー レ （ 直 径 ３ ｃ ｍ 、 蓋 な し ） に 脱 脂 綿 を 入 れ 、 各 試 料 を ８ ｍ ｌ 浸 み 込 ま せ た  
。 こ れ を 試 験 容 器 （ プ ラ ス チ ッ ク ケ ー ジ 、 １ ８ ｘ ９ ｘ １ ０ ｃ ｍ ） の 隅 に 置 い た 。 絶 食 さ せ  
た コ ガ タ ス ズ メ バ チ 成 虫 １ 頭 を 低 温 麻 酔 し 、 試 験 容 器 に 入 れ 、 経 時 的 に 死 亡 の 有 無 を 確 認  
し 、 累 積 死 亡 率 を 調 査 し た 。 累 積 死 亡 率 と は 、 行 動 停 止 を 示 し た 個 体 の 割 合 で あ る 。 な お  
、 試 験 開 始 時 は 、 コ ガ タ ス ズ メ バ チ 成 虫 が 試 料 を 摂 取 し た 直 後 と し た 。
　 濃 度 検 討 試 験 ３ は 、 試 料 １ ９ ～ ２ ４ に つ い て 、 そ れ ぞ れ ３ 回 行 っ た 。
　 表 ６ に 各 試 料 に お け る 累 積 死 亡 率 の 推 移 を 示 す 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
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【 表 ６ 】

【 ０ ０ ４ ９ 】
　 表 ６ に 示 す よ う に 、 試 料 １ ９ ～ ２ ４ い ず れ も 基 準 と な る 摂 食 後 ３ ０ 分 の み な ら ず 摂 食 後  
３ 時 間 ま で は 死 亡 が 確 認 さ れ な か っ た 。 ま た 、 試 料 １ ９ （ フ ィ プ ロ ニ ル １ ０ ． ０ ｐ ｐ ｍ ）  
は 摂 食 後 ５ 時 間 、 試 料 ２ ０ （ フ ィ プ ロ ニ ル １ ． ０ ｐ ｐ ｍ ） は 摂 食 後 １ ９ 時 間 、 試 料 ２ １ （  
フ ィ プ ロ ニ ル ０ ． ２ ｐ ｐ ｍ ） 及 び 試 料 ２ ２ （ フ ィ プ ロ ニ ル ０ ． １ ｐ ｐ ｍ ） は 摂 食 後 ２ １ 時  
間 で 累 積 死 亡 率 が １ ０ ０ ％ と な っ た 。
　 試 料 ２ ３ （ フ ィ プ ロ ニ ル ０ ． ０ ５ ｐ ｐ ｍ ） は 試 験 を 行 っ た 摂 食 後 ４ ６ 時 間 で 累 積 死 亡 率  
は １ ０ ０ ％ と な ら な か っ た が 、 摂 食 後 ２ １ 時 間 で 一 部 の コ ガ タ ス ズ メ バ チ 成 虫 の 死 亡 が 確  
認 さ れ た 。 ま た 、 ブ ラ ン ク で あ る 試 料 ２ ４ （ フ ィ プ ロ ニ ル ０ ｐ ｐ ｍ ） も 、 試 料 ２ ３ と 同 様  
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な 累 積 死 亡 率 を 示 し た こ と か ら 、 溶 解 補 助 剤 も 累 積 死 亡 率 に 影 響 を 与 え る こ と が 考 え ら れ  
る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 濃 度 検 討 試 験 ３ の 結 果 か ら 、 殺 虫 成 分 が フ ィ プ ロ ニ ル の 場 合 の 濃 度 の 上 限 は 、 ベ イ ト 組  
成 物 全 量 に 対 し 、 １ ０ ０ ｐ ｐ ｍ 、 好 ま し く は ２ ０ ｐ ｐ ｍ 、 １ ０ ｐ ｐ ｍ に 設 定 す れ ば よ く 、  
摂 取 後 ３ ０ 分 程 度 行 動 可 能 と な る こ と が 分 か っ た 。 一 方 、 濃 度 の 下 限 は 、 ベ イ ト 組 成 物 全  
量 に 対 し 、 ０ ， １ ｐ ｐ ｍ に 設 定 す れ ば よ い こ と が 分 か っ た 。
　 よ っ て 、 殺 虫 成 分 が フ ィ プ ロ ニ ル の 場 合 、 ベ イ ト 組 成 物 に 対 し フ ィ プ ロ ニ ル は ０ ． １ ｐ  
ｐ ｍ ～ １ ０ ０ ｐ ｐ ｍ で あ り 、 ０ ． １ ｐ ｐ ｍ ～ ２ ０ ｐ ｐ ｍ が 好 ま し く 、 ０ ． １ ｐ ｐ ｍ ～ １ ５  
ｐ ｐ ｍ 、 ０ ． １ ｐ ｐ ｍ ～ １ ０ ｐ ｐ ｍ が よ り 好 ま し い 。
【 ０ ０ ５ １ 】
－ 評 価 試 験 １ －
　 本 発 明 の ス ズ メ バ チ 科 昆 虫 の ベ イ ト 組 成 物 の 殺 虫 成 分 と し て 、 ジ ノ テ フ ラ ン ５ ． ０ ｐ ｐ  
ｍ 配 合 し た 場 合 に お け る 、 コ ガ タ ス ズ メ バ チ の 巣 の 駆 除 効 果 を 確 認 し た 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 試 料 １ ２ に 苦 味 剤 （ ビ ト レ ッ ク ス ） ０ ． ０ ０ ０ １ ％ を 配 合 し た ベ イ ト 組 成 物 を 用 い 、 図  
１ （ ａ ） 及 び 図 １ （ ｂ ） に 示 し た 防 除 容 器 に ベ イ ト 組 成 物 を セ ッ ト し た 。
　 評 価 試 験 に 用 い た 防 除 容 器 は 、 開 口 部 直 径 ９ ３ ｍ ｍ 、 深 さ １ １ ０ ｍ ｍ と し 、 蓋 の 中 央 に  
直 径 ３ ． ２ ｃ ｍ の 孔 を 開 け 、 外 径 ３ ｃ ｍ の ネ ト ロ ン ・ プ ロ テ ク タ ー Ｃ － １ ６ ・ 黒 （ 大 日 本  
プ ラ ス チ ッ ク ス 株 式 会 社 製 、 以 下 「 ア ミ 筒 」 と 称 す る 。 ） を 長 さ １ ０ ｃ ｍ に 切 断 し 、 プ ラ  
カ ッ プ 蓋 の 孔 に 通 し た も の で あ る （ 図 １ （ ｂ ） 参 照 ） 。 プ ラ カ ッ プ の 内 部 に 苦 味 剤 を 配 合  
し た 試 料 １ ２ を ２ ５ ０ ｍ ｌ 注 ぎ 入 れ 、 さ ら に 風 雨 よ け と な る カ バ ー を 組 み 立 て た （ 図 １ （  
ａ ） 参 照 ） 。 な お 、 評 価 試 験 に 用 い た 防 除 容 器 の 蓋 及 び 本 体 の 色 は 、 黄 色 で あ っ た 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 駆 除 対 象 と な る コ ガ タ ス ズ メ バ チ の 巣 ３ 個 に 対 し 、 ２ ｍ ～ ２ ０ ｍ の 範 囲 に 苦 味 剤 を 配 合  
し た 試 料 １ ２ の ベ イ ト 組 成 物 を 備 え た 防 除 容 器 を ５ 個 設 置 し た 。
　 巣 の 直 径 及 び 地 上 か ら の 高 さ 、 及 び 、 各 巣 と 防 除 容 器 間 の 距 離 を 、 表 ７ に 示 し た 。 ま た  
、 各 防 除 容 器 の 地 上 か ら の 高 さ を 表 ８ に 示 し た 。 さ ら に 、 巣 １ ～ ３ と ベ イ ト 組 成 物 を 備 え  
た 防 除 容 器 Ａ ～ Ｅ の 位 置 の 上 面 概 略 図 を 、 図 ２ に 示 し た 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
【 表 ７ 】

【 ０ ０ ５ ５ 】
【 表 ８ 】

【 ０ ０ ５ ６ 】
　 図 ２ に 示 す と お り 、 各 巣 に 対 し 、 ベ イ ト 組 成 物 を 備 え た 防 除 容 器 を 各 巣 に 対 し 最 短 距 離  
で ２ ｍ ～ ３ ． ５ ｍ の 距 離 に １ つ 設 置 し た 。 な お 、 各 巣 に 対 し て 設 置 さ れ た 防 除 容 器 の 一 部  
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は 、 他 の 巣 に 対 し て も ３ ． ５ ｍ ～ ５ ． ５ ｍ 程 度 の 距 離 と な る 。 さ ら に 、 防 除 容 器 Ｄ 及 び Ｅ  
を 、 多 く の ス ズ メ バ チ 科 昆 虫 が 飛 来 す る 、 い わ ゆ る 餌 場 付 近 に 設 置 し た 。
　 ま た 、 ス ズ メ バ チ 科 昆 虫 が 飛 翔 し や す く 食 餌 し や す い よ う に 、 防 除 容 器 の 地 上 高 さ が １  
． ５ ｍ ～ ２ ． ５ ｍ と な る よ う に 設 置 し た 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 評 価 試 験 開 始 前 に お い て 、 巣 １ ～ ３ は い ず れ も コ ロ ニ ー の 活 動 が 活 発 で あ る こ と を 確 認  
し た 。 巣 を 刺 激 し て 出 入 り す る コ ガ タ ス ズ メ バ チ の 頭 数 を 数 え た 。 な お 、 １ 個 の 巣 内 に ５  
０ ～ １ ０ ０ 頭 程 度 の コ ガ タ ス ズ メ バ チ が 生 息 し て い る と 推 定 さ れ た 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 ベ イ ト 組 成 物 を 備 え た 防 除 容 器 設 置 か ら １ 週 間 後 、 巣 を 刺 激 し て コ ガ タ ス ズ メ バ チ の 出  
入 り の 有 無 を 確 認 し た 。 出 入 り す る 個 体 が な い 場 合 は 、 巣 を 解 体 し 、 生 存 虫 の 有 無 を 確 認  
し た 。 出 入 り す る 個 体 が い た 場 合 は 、 さ ら に １ 週 間 ご と に 評 価 を 継 続 し 、 出 入 り す る 個 体  
が な く な っ た ら 、 巣 を 解 体 し 、 生 存 虫 の 有 無 を 確 認 し た 。
　 週 １ 回 の 経 過 観 察 に お い て は 、 上 記 の よ う に 巣 を 刺 激 し た と き の コ ガ タ ス ズ メ バ チ の 出  
入 り の 有 無 の 確 認 の 他 、 巣 周 辺 の 死 亡 個 体 の 確 認 、 巣 解 体 調 査 時 の 巣 内 の 状 況 の 確 認 、 さ  
ら に 防 除 容 器 内 の ベ イ ト 組 成 物 の 減 少 量 の 確 認 を 行 っ た 。
　 上 記 確 認 結 果 を 総 合 的 に 判 断 し 、 ベ イ ト 組 成 物 に よ り コ ロ ニ ー 崩 壊 が 起 き た か 否 か を 判  
定 し た 。
　 表 ９ に 評 価 試 験 １ の 評 価 結 果 を 示 す 。 ま た 、 表 １ ０ に ベ イ ト 組 成 物 の 減 少 量 を 示 す 。
　 さ ら に 、 図 ３ （ ａ ） に 試 験 開 始 時 の 巣 １ の 状 況 、 図 ３ （ ｂ ） に 試 験 開 始 時 の 巣 ２ の 状 況  
、 図 ３ （ ｃ ） に 試 験 開 始 時 の 巣 ３ の 状 況 を 示 し た 。 ま た 、 図 ４ （ ａ ） に 設 置 ２ 週 間 後 の 解  
体 し た 巣 １ の 状 況 、 図 ４ （ ｂ ） に 設 置 ２ 週 間 後 の 解 体 し た 巣 ２ の 状 況 、 図 ４ （ ｃ ） に 設 置  
２ 週 間 後 の 解 体 し た 巣 ２ の 状 況 を 示 し た 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
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【 表 ９ 】

【 ０ ０ ６ ０ 】
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【 表 １ ０ 】

【 ０ ０ ６ １ 】
　 表 ９ 及 び 表 １ ０ 、 図 ３ 及 び 図 ４ よ り 、 巣 １ は 防 除 容 器 設 置 ２ 週 間 後 に は 巣 周 辺 の ハ チ の  
活 動 は 確 認 で き ず 、 巣 内 に 幼 虫 の 死 亡 個 体 が 多 数 確 認 さ れ た 。 ま た 、 巣 １ の 周 辺 に 設 置 し  
た 防 除 容 器 Ａ に セ ッ ト し た ベ イ ト 組 成 物 は 、 設 置 １ 週 間 後 か ら ２ 週 間 後 の 間 に 減 少 が 見 ら  
れ た 。 以 上 の 結 果 か ら 、 巣 １ は ベ イ ト 組 成 物 に よ る 影 響 を 受 け て 、 コ ロ ニ ー 崩 壊 が 起 き て  
い る こ と が 分 か っ た 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 巣 ２ も 防 除 容 器 設 置 ２ 週 間 後 に は 巣 周 辺 の ハ チ の 活 動 は 確 認 で き ず 、 巣 内 に 幼 虫 の 死 亡  
個 体 が 多 数 確 認 さ れ た 。 ま た 、 巣 ２ か ら ３ ． ５ ｍ の 距 離 に 設 置 し た 防 除 容 器 Ｂ に セ ッ ト し  
た ベ イ ト 組 成 物 の 減 少 は 見 ら れ な か っ た も の の 、 巣 ２ か ら ５ ． ５ ｍ の 距 離 に 設 置 さ れ た 防  
除 容 器 Ｃ に セ ッ ト さ れ た ベ イ ト 組 成 物 が 設 置 １ 週 間 後 か ら ２ 週 間 後 の 間 に 大 き く 減 少 し て  
い た 。 以 上 の 結 果 か ら 、 巣 ２ は ベ イ ト 組 成 物 に よ る 影 響 を 受 け て 、 コ ロ ニ ー 崩 壊 が 起 き て  
い る こ と が 分 か っ た 。 な お 、 解 体 し た 巣 内 に 生 存 幼 虫 や 卵 等 も 確 認 さ れ た こ と か ら 、 コ ロ  
ニ ー 崩 壊 か ら 間 も な い と 推 測 さ れ た 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 一 方 、 巣 ３ に つ い て は 、 防 除 容 器 設 置 ３ 週 間 後 か ら 巣 周 辺 で 活 動 す る ハ チ の 頭 数 の 減 少  
が 確 認 さ れ た 。 し か し な が ら 、 設 置 ３ 週 間 後 か ら ４ 週 間 後 に 台 風 の 直 撃 を 受 け て 巣 盤 の 崩  
壊 が 見 ら れ た た め 、 巣 ３ に つ い て は 評 価 を 中 止 し た 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
－ 評 価 試 験 ２ －
　 本 発 明 の ス ズ メ バ チ 科 昆 虫 の ベ イ ト 組 成 物 の 殺 虫 成 分 と し て 、 ジ ノ テ フ ラ ン ５ ． ０ ｐ ｐ  
ｍ 配 合 し た 場 合 に お け る 、 コ ガ タ ス ズ メ バ チ の 巣 の 駆 除 効 果 を 確 認 し 、 か つ 、 コ ガ タ ス ズ  
メ バ チ 成 虫 死 亡 個 体 に ジ ノ テ フ ラ ン が 含 ま れ て い る か の 分 析 を 行 っ た 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 試 料 １ ２ に 苦 味 剤 （ ビ ト レ ッ ク ス ） ０ ． ０ ０ ０ １ ％ を 配 合 し た ベ イ ト 組 成 物 を 用 い 、 図  
１ （ ａ ） 及 び 図 １ （ ｂ ） に 示 し た 防 除 容 器 に ベ イ ト 組 成 物 を セ ッ ト し た 。
　 評 価 試 験 に 用 い た 防 除 容 器 は 、 開 口 部 直 径 ９ ３ ｍ ｍ 、 深 さ １ １ ０ ｍ ｍ と し 、 蓋 の 中 央 に  
直 径 ３ ． ２ ｃ ｍ の 孔 を 開 け 、 外 径 ３ ｃ ｍ の ネ ト ロ ン ・ プ ロ テ ク タ ー Ｃ － １ ６ ・ 黒 （ 大 日 本  
プ ラ ス チ ッ ク ス 株 式 会 社 製 ） を 長 さ １ ０ ｃ ｍ に 切 断 し 、 プ ラ カ ッ プ 蓋 の 孔 に 通 し た も の で  
あ る （ 図 １ （ ｂ ） 参 照 ） 。 プ ラ カ ッ プ の 内 部 に 苦 味 剤 を 配 合 し た 試 料 １ ２ を ２ ５ ０ ｍ ｌ 注  
ぎ 入 れ 、 さ ら に 風 雨 よ け と な る カ バ ー を 組 み 立 て た （ 図 １ （ ａ ） 参 照 ） 。 な お 、 評 価 試 験  
に 用 い た 防 除 容 器 の 蓋 及 び 本 体 の 色 は 、 黄 色 で あ っ た 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 駆 除 対 象 と な る コ ガ タ ス ズ メ バ チ の 巣 ３ 個 （ 巣 ４ 、 ５ 、 ６ ） に 対 し 、 そ れ ぞ れ の 巣 か ら  
５ ｍ ～ ７ ｍ の 範 囲 に 上 記 ベ イ ト 組 成 物 を 備 え た 防 除 容 器 を ３ 個 （ 防 除 容 器 Ｆ 、 Ｇ ， Ｈ ） 設  
置 し た 。
　 巣 の 直 径 及 び 地 上 か ら の 高 さ 、 及 び 、 各 巣 と 防 除 容 器 間 の 距 離 を 、 表 １ １ に 示 し た 。 ま  
た 、 各 防 除 容 器 の 地 上 か ら の 高 さ を 表 １ ２ に 示 し た 。 さ ら に 、 巣 ４ ～ ６ と ベ イ ト 組 成 物 を  
備 え た 防 除 容 器 Ｆ ～ Ｈ の 位 置 の 上 面 概 略 図 を 、 図 ５ に 示 し た 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
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【 表 １ １ 】

【 ０ ０ ６ ８ 】
【 表 １ ２ 】

【 ０ ０ ６ ９ 】
　 図 ５ に 示 す と お り 、 各 巣 に 対 し 、 ベ イ ト 組 成 物 を 備 え た 防 除 容 器 を 最 短 距 離 で ５ ． ０ ｍ  
～ ７ ． ０ ｍ の 距 離 に １ つ 設 置 し た 。 な お 、 巣 ５ に 対 し て 設 置 さ れ た 防 除 容 器 Ｇ は 、 巣 ６ に  
対 し て １ ０ ． ０ ｍ 程 度 の 距 離 と な る 。
　 ま た 、 ス ズ メ バ チ 科 昆 虫 が 飛 翔 し て 到 達 し や す く 食 餌 し や す い よ う に 、 防 除 容 器 の 地 上  
高 さ が １ ． ５ ｍ ～ ３ ． ０ ｍ と な る よ う に 設 置 し た 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
　 評 価 試 験 開 始 前 に お い て 、 巣 ４ ～ ６ は い ず れ も コ ロ ニ ー の 活 動 が 活 発 で あ る こ と を 確 認  
し た 。 巣 を 刺 激 し て 出 入 り す る コ ガ タ ス ズ メ バ チ の 頭 数 を 数 え た 。 な お 、 １ 個 の 巣 内 に ５  
０ ～ １ ０ ０ 頭 程 度 の コ ガ タ ス ズ メ バ チ が 生 息 し て い る と 推 定 さ れ た 。
【 ０ ０ ７ １ 】
　 ベ イ ト 組 成 物 を 備 え た 防 除 容 器 設 置 か ら １ 週 間 後 、 巣 を 刺 激 し て コ ガ タ ス ズ メ バ チ の 出  
入 り の 有 無 を 確 認 し た 。 出 入 り す る 個 体 が な い 場 合 は 、 巣 を 解 体 し 、 生 存 虫 の 有 無 を 確 認  
し た 。 出 入 り す る 個 体 が い た 場 合 は 、 さ ら に １ 週 間 ご と に 評 価 を 継 続 し 、 出 入 り す る 個 体  
が な く な っ た ら 、 巣 を 解 体 し 、 生 存 虫 の 有 無 を 確 認 し た 。
　 週 １ 回 の 経 過 観 察 に お い て は 、 上 記 の よ う に 巣 を 刺 激 し た と き の コ ガ タ ス ズ メ バ チ の 出  
入 り の 有 無 の 確 認 の 他 、 巣 周 辺 の 死 亡 個 体 の 確 認 、 巣 解 体 調 査 時 の 巣 内 の 状 況 の 確 認 、 さ  
ら に 防 除 容 器 内 の ベ イ ト 組 成 物 の 減 少 量 の 確 認 を 行 っ た 。
　 上 記 確 認 結 果 を 総 合 的 に 判 断 し 、 ベ イ ト 組 成 物 に よ り コ ロ ニ ー 崩 壊 が 起 き た か 否 か を 判  
定 し た 。
　 表 １ ３ に 評 価 試 験 ２ の 評 価 結 果 を 示 す 。 ま た 、 表 １ ４ に ベ イ ト 組 成 物 の 減 少 量 を 示 す 。
　 さ ら に 、 図 ６ （ ａ ） に 試 験 開 始 時 の 巣 ４ の 状 況 、 図 ６ （ ｂ ） に 試 験 開 始 時 の 巣 ５ の 状 況  
、 図 ６ （ ｃ ） に 試 験 開 始 時 の 巣 ６ の 状 況 を 示 し た 。 ま た 、 図 ７ （ ａ ） に 設 置 ３ 週 間 後 の 巣  
４ の 巣 内 の 状 況 、 図 ７ （ ｂ ） に 設 置 ３ 週 間 後 の 巣 ４ の 白 化 し た 個 体 （ 水 分 の 抜 け た 明 ら か  
な 異 常 個 体 ） の 状 況 、 図 ７ （ ｃ ） に 設 置 ３ 週 間 後 の 巣 ４ の 死 亡 幼 虫 個 体 の 状 況 、 図 ８ （ ａ  
） に 設 置 ３ 週 間 後 の 巣 ６ の 巣 内 の 状 況 、 図 ８ （ ｂ ） に 設 置 ３ 週 間 後 の 巣 ６ の 死 亡 成 虫 個 体  
の 状 況 、 図 ８ （ ｃ ） に 設 置 ４ 週 間 後 の 巣 ５ の 巣 内 の 状 況 を 示 し た 。
【 ０ ０ ７ ２ 】
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【 表 １ ３ 】

【 ０ ０ ７ ３ 】
【 表 １ ４ 】

【 ０ ０ ７ ４ 】
　 表 １ ３ 及 び 表 １ ４ 、 図 ６ ～ ８ よ り 、 巣 ４ は 防 除 容 器 設 置 １ 週 間 後 に は 巣 周 辺 の ハ チ の 頭  
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数 が 減 少 し 、 巣 の 真 下 に は 成 虫 の 死 亡 個 体 が 多 数 存 在 し た 。 設 置 ３ 週 間 後 に は 巣 周 辺 の ハ  
チ の 活 動 は 確 認 で き ず 、 巣 内 に 幼 虫 の 死 亡 個 体 が 多 数 確 認 さ れ た 。 幼 虫 の 死 亡 個 体 の 中 に  
は 白 化 し た （ 水 分 の 抜 け た 明 ら か な 異 常 個 体 と な っ た ） 状 態 の 死 亡 個 体 も 確 認 さ れ た 。 ま  
た 、 巣 内 に は 羽 化 直 前 の 生 存 幼 虫 が 確 認 で き 、 コ ロ ニ ー 崩 壊 直 前 ま で 営 巣 活 動 し て い た 形  
跡 が 確 認 さ れ た 。 巣 ４ の 周 辺 に 設 置 し た 防 除 容 器 Ｆ に セ ッ ト し た ベ イ ト 組 成 物 は 、 設 置 １  
週 間 後 に は 減 少 が 見 ら れ た 。 以 上 の 結 果 か ら 、 巣 ４ は ベ イ ト 組 成 物 に よ る 影 響 を 受 け て 、  
コ ロ ニ ー 崩 壊 が 起 き て い る こ と が 分 か っ た 。
【 ０ ０ ７ ５ 】
　 巣 ５ は 防 除 容 器 設 置 ３ 週 間 後 か ら 巣 周 辺 で 活 動 す る ハ チ の 頭 数 が 減 少 し 、 設 置 ４ 週 間 後  
に は 巣 周 辺 の ハ チ の 活 動 は 確 認 で き な く な っ た 。 巣 内 に は 幼 虫 の 死 亡 個 体 が 多 数 確 認 さ れ  
た 。 ま た 、 羽 化 直 前 の 生 存 幼 虫 や 卵 等 も 確 認 で き 、 コ ロ ニ ー 崩 壊 直 前 ま で 営 巣 活 動 し て い  
た 形 跡 が 確 認 さ れ た 。 ま た 、 巣 ５ に は 飛 行 が 困 難 で は あ る も の の 、 生 存 し て い る 成 虫 が 確  
認 さ れ た 。 巣 ５ か ら ５ ． ０ ｍ の 距 離 に 設 置 し た 防 除 容 器 Ｇ に セ ッ ト し た ベ イ ト 組 成 物 も 設  
置 ３ 週 間 後 か ら 減 少 は 見 ら れ た 。 以 上 の 結 果 か ら 、 巣 ５ は ベ イ ト 組 成 物 に よ る 影 響 を 受 け  
て 、 コ ロ ニ ー 崩 壊 が 起 き て い る こ と が 分 か っ た 。
【 ０ ０ ７ ６ 】
　 巣 ６ は 防 除 容 器 設 置 １ 週 間 後 か ら 巣 周 辺 で 活 動 す る ハ チ の 頭 数 が 減 少 し 、 設 置 ３ 週 間 後  
に は 巣 周 辺 の ハ チ の 活 動 は 確 認 で き な く な っ た 。 巣 内 に は 羽 化 直 前 の 幼 虫 の 死 亡 個 体 が 確  
認 で き 、 さ ら に 成 虫 の 死 亡 個 体 が ４ ０ 頭 程 度 確 認 さ れ た 。 羽 化 直 前 の 生 存 幼 虫 や 卵 等 も 確  
認 で き 、 コ ロ ニ ー 崩 壊 直 前 ま で 営 巣 活 動 が 行 わ れ て い た 形 跡 が 確 認 さ れ た 。 巣 ６ か ら ５ ．  
０ ｍ の 距 離 に 設 置 し た 防 除 容 器 Ｈ に セ ッ ト し た ベ イ ト 組 成 物 も 設 置 ２ 週 間 後 か ら 減 少 が 確  
認 さ れ た 。 以 上 の 結 果 か ら 、 巣 ６ は ベ イ ト 組 成 物 の 影 響 を 受 け て 、 コ ロ ニ ー 崩 壊 が 起 き て  
い る こ と が 分 か っ た 。
【 ０ ０ ７ ７ 】
　 な お 、 巣 ４ で 観 察 さ れ た 巣 内 の 白 化 し た （ 水 分 の 抜 け た 明 ら か な 異 常 個 体 と な っ た ） 死  
亡 幼 虫 や 、 巣 ４ ～ ６ で 観 察 さ れ た 大 量 の 死 亡 成 虫 は 、 自 然 条 件 で 観 察 さ れ る こ と は あ り 得  
な い こ と が 知 ら れ て い る 。
　 ま た 、 巣 ５ で は 巣 周 辺 の ハ チ の 活 動 が 確 認 で き ず 、 ベ イ ト 組 成 物 の 減 少 も 見 ら れ て い た  
中 で 解 体 し た 巣 内 に お い て 、 成 虫 の 生 存 個 体 が 確 認 さ れ た 。 こ れ は 、 ベ イ ト 組 成 物 を 備 え  
た 防 除 容 器 を 設 置 す る 前 に 蛹 化 し た 蛹 に 対 し て は 栄 養 交 換 が 行 わ れ ず 、 殺 虫 効 果 が な く 通  
常 通 り 羽 化 す る 可 能 性 が 高 い こ と を 示 し て い る 。
【 ０ ０ ７ ８ 】
　 巣 ６ で 確 認 さ れ た 大 量 の 成 虫 死 亡 個 体 に ジ ノ テ フ ラ ン が 含 ま れ る か 否 か を 、 液 体 ク ロ マ  
ト グ ラ フ ィ ー 質 量 分 析 法 に て 分 析 し た 。
　 分 析 結 果 を 表 １ ５ に 示 す 。
【 ０ ０ ７ ９ 】
【 表 １ ５ 】

【 ０ ０ ８ ０ 】
　 表 １ ５ に 示 す よ う に 、 巣 ６ の 巣 内 で 確 認 さ れ た 大 量 の 成 虫 死 亡 個 体 を 分 析 し た 結 果 、 成  
虫 死 亡 個 体 １ 匹 あ た り か ら ０ ． ０ ０ １ μ ｇ ／ 匹 （ ０ ． ０ ７ ｐ ｐ ｍ ） の ジ ノ テ フ ラ ン が 検 出  
さ れ た 。
　 す な わ ち 、 巣 ６ の コ ロ ニ ー 崩 壊 に は 、 ベ イ ト 組 成 物 に 含 ま れ る 殺 虫 成 分 が コ ガ タ ス ズ メ  
バ チ に 取 り 込 ま れ て い る こ と が 確 認 さ れ た 。
【 ０ ０ ８ １ 】
－ 評 価 試 験 ３ －
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　 本 発 明 の ス ズ メ バ チ 科 昆 虫 の ベ イ ト 組 成 物 の 殺 虫 成 分 と し て 、 フ ィ プ ロ ニ ル １ ０ ｐ ｐ ｍ  
配 合 し た 場 合 に お け る 、 コ ガ タ ス ズ メ バ チ 又 は キ イ ロ ス ズ メ バ チ の 巣 の 駆 除 効 果 を 確 認 し  
た 。
【 ０ ０ ８ ２ 】
　 ベ イ ト 組 成 物 と し て 試 料 １ ９ を 用 い 、 図 １ （ ａ ） 及 び 図 １ （ ｂ ） に 示 し た 防 除 容 器 に ベ  
イ ト 組 成 物 を セ ッ ト し た 。
　 評 価 試 験 に 用 い た 防 除 容 器 は 、 開 口 部 直 径 ９ ３ ｍ ｍ 、 深 さ １ １ ０ ｍ ｍ と し 、 蓋 の 中 央 に  
直 径 ３ ． ２ ｃ ｍ の 孔 を 開 け 、 外 径 ３ ｃ ｍ の ネ ト ロ ン ・ プ ロ テ ク タ ー Ｃ － １ ６ ・ 黒 （ 大 日 本  
プ ラ ス チ ッ ク ス 株 式 会 社 製 ） を 長 さ １ ０ ｃ ｍ に 切 断 し 、 プ ラ カ ッ プ 蓋 の 孔 に 通 し た も の で  
あ る （ 図 １ （ ｂ ） 参 照 ） 。 プ ラ カ ッ プ の 内 部 に 試 料 １ ２ を ２ ５ ０ ｍ ｌ 注 ぎ 入 れ 、 さ ら に 風  
雨 よ け と な る カ バ ー を 組 み 立 て た （ 図 １ （ ａ ） 参 照 ） 。 な お 、 評 価 試 験 に 用 い た 防 除 容 器  
の 蓋 及 び 本 体 の 色 は 、 黄 色 で あ っ た 。
【 ０ ０ ８ ３ 】
　 駆 除 対 象 と な る コ ガ タ ス ズ メ バ チ 又 は キ イ ロ ス ズ メ バ チ の 巣 各 １ 個 （ 巣 ７ ～ ８ ） に 対 し  
、 ５ ｍ の 範 囲 に 試 料 １ ９ の ベ イ ト 組 成 物 を 備 え た 防 除 容 器 を ３ 個 （ 防 除 容 器 Ｉ 、 Ｊ ） 設 置  
し た 。
　 巣 の 直 径 及 び 地 上 か ら の 高 さ 、 防 除 容 器 の 地 上 か ら の 高 さ 、 及 び 、 各 巣 と 防 除 容 器 間 の  
距 離 を 、 表 １ ６ に 示 し た 。
【 ０ ０ ８ ４ 】
【 表 １ ６ 】

【 ０ ０ ８ ５ 】
　 表 １ ６ に 示 す と お り 、 各 巣 に 対 し 、 ベ イ ト 組 成 物 を 備 え た 防 除 容 器 を ５ ｍ の 距 離 に 設 置  
し た 。 ま た 、 ス ズ メ バ チ 科 昆 虫 が 飛 翔 し て 到 着 し や す く 食 餌 し や す い よ う に 、 防 除 容 器 の  
地 上 高 さ が １ ． ５ ｍ と な る よ う に 設 置 し た 。 な お 、 互 い の 巣 は １ ５ ｍ 程 度 の 間 隔 で 設 置 し  
た 。
【 ０ ０ ８ ６ 】
　 評 価 試 験 開 始 前 に お い て 、 巣 ７ 、 ８ は い ず れ も コ ロ ニ ー の 活 動 が 活 発 で あ る こ と を 確 認  
し た 。 巣 を 刺 激 し て 出 入 り す る コ ガ タ ス ズ メ バ チ 又 は キ イ ロ ス ズ メ バ チ の 頭 数 を 数 え 、 １  
個 の 巣 内 に ５ ０ ～ １ ０ ０ 頭 程 度 の ハ チ が 生 息 し て い る と 推 定 さ れ た 。
【 ０ ０ ８ ７ 】
　 ベ イ ト 組 成 物 を 備 え た 防 除 容 器 設 置 か ら １ 週 間 後 、 巣 を 刺 激 し て コ ガ タ ス ズ メ バ チ 又 は  
キ イ ロ ス ズ メ バ チ の 出 入 り の 有 無 を 確 認 し た 。 出 入 り す る 個 体 が な い 場 合 は 、 巣 を 解 体 し  
、 生 存 虫 の 有 無 を 確 認 し た 。 出 入 り す る 個 体 が い た 場 合 は 、 さ ら に １ 週 間 ご と に 評 価 を 継  
続 し 、 出 入 り す る 個 体 が な く な っ た ら 、 巣 を 解 体 し 、 生 存 虫 の 有 無 を 確 認 し た 。
　 週 １ 回 の 経 過 観 察 に お い て は 、 上 記 の よ う に 巣 を 刺 激 し た と き の コ ガ タ ス ズ メ バ チ 又 は  
キ イ ロ ス ズ メ バ チ の 出 入 り の 有 無 の 確 認 の 他 、 巣 周 辺 の 死 亡 個 体 の 確 認 、 巣 解 体 調 査 時 の  
巣 内 の 状 況 の 確 認 、 さ ら に 防 除 容 器 内 の ベ イ ト 組 成 物 の 減 少 量 の 確 認 を 行 っ た 。
　 上 記 確 認 結 果 を 総 合 的 に 判 断 し 、 ベ イ ト 組 成 物 に よ り コ ロ ニ ー 崩 壊 が 起 き た か 否 か を 判  
定 し た 。
　 表 １ ７ に 評 価 試 験 ３ の 評 価 結 果 を 示 す 。 ま た 、 表 １ ８ に ベ イ ト 組 成 物 の 減 少 量 を 示 す 。
　 さ ら に 、 図 ９ （ ａ ） 及 び 図 ９ （ ｂ ） に 巣 ８ の 解 体 時 の 状 況 を 示 し た 。
【 ０ ０ ８ ８ 】
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【 表 １ ７ 】

【 ０ ０ ８ ９ 】
【 表 １ ８ 】

【 ０ ０ ９ ０ 】
　 表 １ ７ 及 び 表 １ ８ 、 図 ９ よ り 、 巣 ７ は 防 除 容 器 設 置 １ 週 間 後 に は 巣 周 辺 で 活 動 す る ハ チ  
の 頭 数 の 減 少 が 確 認 で き 、 活 動 状 況 も 低 下 し て い た 。 設 置 ２ 週 間 後 に は 、 巣 周 辺 で 活 動 す  
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る ハ チ が 存 在 し な く な っ た た め 、 巣 の 解 体 調 査 を 実 施 し た 。 巣 内 に は 幼 虫 死 亡 個 体 が 多 数  
存 在 し て い た 。 ま た 、 評 価 試 験 期 間 中 、 防 除 容 器 Ｉ に 備 え ら れ た ベ イ ト 組 成 物 の 減 少 が 認  
め ら れ て い る こ と か ら 、 ベ イ ト 組 成 物 の 影 響 に よ る コ ロ ニ ー の 崩 壊 が 起 き て い る と 考 え ら  
れ る 。
【 ０ ０ ９ １ 】
　 巣 ８ は 防 除 容 器 設 置 １ 週 間 後 か ら 巣 周 辺 で 活 動 す る ハ チ の 頭 数 は 減 少 す る 傾 向 が 確 認 で  
き た 。 活 動 状 況 も 低 下 す る 傾 向 が 認 め ら れ た 。 設 置 ２ 週 間 後 に は 巣 周 辺 で 活 動 す る ハ チ が  
見 ら れ な く な っ た こ と か ら 、 巣 の 解 体 調 査 を 実 施 し た 。 巣 内 に は 幼 虫 死 亡 個 体 が 多 数 存 在  
し 、 成 虫 死 亡 個 体 も １ ０ 頭 程 度 存 在 し た 。 ま た 、 評 価 試 験 中 に 防 除 容 器 Ｊ の ベ イ ト 組 成 物  
の 減 少 も 確 認 さ れ た 。 成 虫 死 亡 個 体 の フ ィ プ ロ ニ ル の 含 有 量 を 、 液 体 ク ロ マ ト グ ラ フ ィ ー  
質 量 分 析 法 に て 分 析 し た と こ ろ 、 フ ィ プ ロ ニ ル が ０ ． ０ １ ４ ｐ ｐ ｍ 検 出 さ れ た 。 こ れ ら の  
結 果 か ら 、 ベ イ ト 組 成 物 の 影 響 に よ る コ ロ ニ ー の 崩 壊 が 起 き て い る と 考 え ら れ る 。
【 ０ ０ ９ ２ 】
　 以 上 、 評 価 試 験 １ ～ ３ の 結 果 か ら 、 本 発 明 の 組 成 を 有 す る ベ イ ト 組 成 物 を 備 え た 防 除 容  
器 を 設 置 す る こ と に よ り 、 ス ズ メ バ チ 科 昆 虫 が ベ イ ト 組 成 物 を 摂 食 し 、 巣 に 戻 り 、 栄 養 交  
換 に よ り 幼 虫 や 成 虫 に 殺 虫 成 分 を 与 え 、 死 亡 さ せ 、 最 終 的 に は 巣 の コ ロ ニ ー を 崩 壊 さ せ 得  
る こ と が 分 か っ た 。
【 ０ ０ ９ ３ 】
－ 殺 虫 成 分 の 濃 度 検 討 試 験 ４ －
　 殺 虫 成 分 と し て ホ ウ 酸 系 化 合 物 の う ち の ホ ウ 酸 （ オ ル ト ホ ウ 酸 ） を 選 択 し た 場 合 、 ス ズ  
メ バ チ 科 昆 虫 の 防 除 に 適 し た 濃 度 を 検 討 す る た め 、 以 下 の 試 験 を 行 っ た 。
【 ０ ０ ９ ４ 】
　 表 １ ９ に 示 す よ う に 、 ホ ウ 酸 の 濃 度 を 変 え た ベ イ ト 組 成 物 を 用 意 し た 。
【 ０ ０ ９ ５ 】
【 表 １ ９ 】

【 ０ ０ ９ ６ 】
　 ガ ラ ス シ ャ ー レ （ 直 径 ３ ｃ ｍ 、 蓋 な し ） に 脱 脂 綿 を 入 れ 、 試 料 １ を ８ ｍ ｌ 浸 み 込 ま せ た  
。 こ れ を 試 験 容 器 （ プ ラ ス チ ッ ク ケ ー ジ 、 １ ８ ｘ ９ ｘ １ ０ ｃ ｍ ） の 隅 に 置 い た 。 絶 食 さ せ  
た コ ガ タ ス ズ メ バ チ 成 虫 １ 頭 を 低 温 麻 酔 し 、 試 験 容 器 に 入 れ 、 経 時 的 に 死 亡 の 有 無 を 確 認  
し 、 累 積 死 亡 率 を 調 査 し た 。 累 積 死 亡 率 と は 、 行 動 停 止 を 示 し た 個 体 の 割 合 で あ る 。 な お  
、 試 験 開 始 時 は 、 コ ガ タ ス ズ メ バ チ 成 虫 が 試 料 を 摂 取 し た 直 後 と し た 。
　 濃 度 検 討 試 験 ４ は 、 試 料 ２ ５ ～ ２ ７ に つ い て 、 そ れ ぞ れ ３ 回 行 っ た 。
　 表 ２ ０ に 各 試 料 に お け る 累 積 死 亡 率 の 推 移 を 示 す 。
【 ０ ０ ９ ７ 】
【 表 ２ ０ 】
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【 ０ ０ ９ ８ 】
　 表 ２ ０ に 示 す よ う に 、 試 料 ２ ５ ～ ２ ７ い ず れ も 摂 食 後 ６ 時 間 ま で は 死 亡 が 確 認 さ れ な か  
っ た 。 ま た 、 試 料 ２ ５ （ ホ ウ 酸 １ ． ０ 質 量 ％ ） は 摂 食 後 ２ ６ 時 間 で 累 積 死 亡 率 が １ ０ ０ ％  
と な っ た 。 試 料 ２ ６ （ ホ ウ 酸 ０ ． ５ 質 量 ％ ） は 試 験 を 行 っ た 摂 食 後 ４ ６ 時 間 で 累 積 死 亡 率  
は １ ０ ０ ％ と な ら な か っ た が 、 摂 食 後 ３ ７ 時 間 で 一 部 の コ ガ タ ス ズ メ バ チ 成 虫 の 死 亡 が 確  
認 さ れ た 。
【 ０ ０ ９ ９ 】
　 本 発 明 の ス ズ メ バ チ 科 昆 虫 の ベ イ ト 組 成 物 は 、 ス ズ メ バ チ 科 昆 虫 が ベ イ ト 組 成 物 を 摂 食  
し た 後 、 巣 に 戻 る こ と が で き 、 巣 内 及 び 巣 付 近 の 幼 虫 や 成 虫 と 栄 養 交 換 を 行 い 、 殺 虫 成 分  
が 含 ま れ る い わ ゆ る 毒 餌 を 摂 取 し た 個 体 、 幼 虫 、 成 虫 が 死 亡 す る よ う な 組 成 で あ る こ と が  
求 め ら れ る 。 こ こ で 、 ス ズ メ バ チ 科 昆 虫 の 餌 の 採 取 時 間 は 、 ５ 分 ～ ２ ０ 分 程 度 と さ れ て い  
る こ と か ら 、 ベ イ ト 組 成 物 の 摂 取 後 、 ３ ０ 分 程 度 行 動 （ あ る い は 飛 翔 ） 可 能 な 個 体 で あ れ  
ば よ い と 考 え ら れ る 。 よ っ て 、 ベ イ ト 組 成 物 の 濃 度 の 上 限 は 、 摂 食 （ 食 餌 ） 後 ３ ０ 分 間 は  
死 亡 し な い 範 囲 に 設 定 さ れ れ ば よ い 。
　 一 方 、 ベ イ ト 組 成 物 の 濃 度 の 下 限 は 、 最 終 的 に 毒 餌 を 摂 取 し た 個 体 、 栄 養 交 換 を し た 幼  
虫 、 成 虫 、 卵 か ら 孵 化 後 餌 を 与 え ら れ な い 幼 虫 が 死 亡 し 、 巣 の コ ロ ニ ー が 崩 壊 す る 可 能 性  
が あ る 濃 度 に 設 定 さ れ る 。
【 ０ １ ０ ０ 】
　 殺 虫 成 分 の 濃 度 検 討 試 験 ４ の 結 果 は 、 前 述 し た ホ ウ 酸 系 化 合 物 の 濃 度 検 討 試 験 １ の 結 果  
と 併 せ 、 殺 虫 成 分 が ホ ウ 酸 系 化 合 物 の う ち の ホ ウ 酸 の 場 合 の 濃 度 の 上 限 は 、 ベ イ ト 組 成 物  
全 量 に 対 し 、 １ ５ 質 量 ％ 、 好 ま し く は １ ０ 質 量 ％ 、 ８ 質 量 ％ 、 よ り 好 ま し く は ６ 質 量 ％ に  
設 定 す れ ば よ く 、 摂 取 後 ３ ０ 分 程 度 行 動 可 能 と な る こ と が 分 か っ た 。 一 方 、 濃 度 の 下 限 は  
、 ベ イ ト 組 成 物 全 量 に 対 し 、 ０ ． ５ 質 量 ％ 、 好 ま し く は １ ． ０ 質 量 ％ に 設 定 す れ ば よ い こ  
と が 分 か っ た 。
　 よ っ て 、 殺 虫 成 分 が ホ ウ 酸 系 化 合 物 の 場 合 、 ベ イ ト 組 成 物 全 量 に 対 し ホ ウ 酸 は ０ ． ５ 質  
量 ％ ～ １ ５ 質 量 ％ で あ り 、 ０ ． ５ 質 量 ％ ～ １ ０ 質 量 ％ が 好 ま し く 、 ０ ． ５ 質 量 ％ ～ ８ 質 量  
％ 、 ０ ． ５ 質 量 ％ ～ ６ 質 量 ％ が よ り 好 ま し い 。
【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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【 図 ９ 】
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